
５月２日　 臨時開庁します
（詳しくは５ページ）
木

広報

2019 皐月 No.809

5 　
へ
い
せ
い
　
　
　
　
　
　
れ
い 

わ

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ



も
多
く
の
市
民
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
病
気
の
早
期
発
見
や
早
期

治
療
に
つ
な
げ
、
市
民
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
、
絵
本
・
良
書
の
購
入
、
園
庭
の
芝
生
化
な
ど
、
園
児
が

充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
型
の『
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
』

を
実
施
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
読
解
力
を
分
析
し
、
学
習
指
導
に
生
か
す
た
め
、
全
学
年
を

対
象
に
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
』
を
実
施
し
、
学
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
学
期
か
ら
善
通
寺
市
・
琴
平
町
・
多
度
津
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
供
用
を
開
始
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
と
連
携
し
て
、
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　『
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
』
の
対
象
区
域
を
市
内
全
域
へ
拡
大
し

幅
広
く
支
援
す
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
連
携
事
業
と
し
て『
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
関
連
事
業
』

を
企
画
す
る
な
ど
、
本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
事
業
で
得
ら
れ
る
売
電
収
益
を
財
源
と
し
て
、
防
犯
灯
等

の
維
持
管
理
や
電
気
代
を
各
自
治
会
に
代
わ
り
市
が
負
担
す
る
こ
と
で
、

環
境
に
優
し
く
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
情
報
を
よ
り
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
内
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
戸
別
受
信
機
を
配
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
災
害
に
対
応
し
得
る
各
方
面
と
の
協
力
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

平成31年度 施政方針

　
多
様
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
『
地
域
提
案
型
事
業
』
を
引
き
続
き

実
施
し
、
地
域
の
活
性
化
と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
効
率
的
・
効
果
的
行
政
運
営

を
目
指
し
、
引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
内
の
認
可
保
育
所
で
使
用
し
た
交
換
後
の
紙
お
む
つ
の
回
収
を
行
い
、

感
染
症
予
防
や
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
家
庭
児
童
相
談
員

や
保
健
師
に
よ
る
連
携
体
制
を
強
化
し
、
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

虐
待
の
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
、
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び

各
種
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
の
引
き
下
げ
や
見
直
し
に
よ
り
、
一
人
で

安
心
・
安
全
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

活
力
の
創
出
、
地
域
が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
重
視
、
美
し
く
さ
わ
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

躾
と
教
育
、
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

参
画
と
協
働
、
地
方
分
権
の
ま
ち
づ
く
り

福
祉
先
進
、
だ
れ
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
　
☎
６
３
・
６
３
０
３

し
つ
け

　
本
年
５
月
に
は
、
平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
引

き
続
き
将
来
の
善
通
寺
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
『
子
育
て
支
援
や
、
教
育
環
境
の

充
実
』
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
内
容
の
拡
充
を
図
り
、
よ
り
よ
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
、
人
口
減
少
対
策
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
の

活
力
・
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
た
め
の
疾
病
予
防
対
策
な
ど

『
人
づ
く
り
』
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り
』
に
努
め
ま
す
。

平
成
31
年
度  

施
政
方
針

　新
し
い
時
代
の
幕
開
け

　
　
　『
人
』
が
活
き
る

　魅
力
あ
る
『
ま
ち
』
善
通
寺
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◆
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　と
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　祉

　の

　窓

　◆

◆  

地  

の  

人

　

 

風  

の  

人  

◆

　
75歳以上の方へ　
後期高齢者医療制度についてのお知らせ

臨時開庁を行います　　　　　　　　　 ほか

讃岐もち麦『ダイシモチ』焼酎の
　　　　　　　　　名称を募集します　 ほか

人権教育シリーズ
　『顧客や従業員などを大切に』　　　　ほか

学校紹介⑬　中央幼稚園
　『心いっぱい、体いっぱい、遊びこむ』

環境ガイド
　５月10日から16日は『愛鳥週間』です ほか

　　ほけんガイド
　　　無料口腔がん検診を実施します　 ほか

　　学校給食レシピ『たけのこごはん』

　　ドクターからのアドバイス
　　　『初動負荷トレーニングについて』
　　　ふじた医院　藤田 博崇先生

　　子どもガイド

　　高齢者ガイド
　　　高齢者の食事 ～楽しく食べるために～ほか

　　ながら運動シリーズ⑬

　　ふくしチャンネル

　　自治会　南部地区連合自治会・環境推進
　　　会・社会福祉協議会合同研修会を開催
　　　しました　　　　　　　　　　　 ほか

　　四学生の目
　　　『ピア・リーダーとは』
　　　松本 教生さん（文学部 人文学科４年）

　　あなたにリレーふれあい駅伝　No.408
　　　『家和して万事成る』
　　　岡本 澄美子さん（原田町）

議会だより

善通寺フラワー＆ガーデンフェスタ2019

レンズのさんぽ

お知らせ／
ｍｉｎｉお知らせ／
施設情報

くらしの情報

なかよし親子／発信！文化力／
わが家のアイドル／市民のうごき
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被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減
割
合
の
変
更

4広報 ぜんつうじ 2019.55 広報 ぜんつうじ2019.5

■
平
成　
年
度
か
ら
保
険
料
の
軽
減
特
例
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
度
か
ら
は
制
度
創
設
当
初
か
ら
国
に
よ
っ
て
措
置
さ
れ
て
き
た
均
等
割
額
の
軽

減
特
例
（
９
割
軽
減
と
８
・
５
割
軽
減
）
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
可
能
な
限
り
所

得
の
低
い
方
へ
の
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
段
階
的
に
見
直
し
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

個
人
ご
と
の
保
険
料
額
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

９
割
軽
減
が
８
割
軽
減
に
な
り
ま
す
。
均
等
割
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
範
囲
を

拡
充
し
ま
す
。
軽
減
判
定
の
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

75
歳
以
上
の
方
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

《
制　

度
》　
　
　

保
健
課　

☎
６
３
・
６
３
０
８

《
保
険
料
》　
　
　

税
務
課　

☎
６
３
・
６
３
０
５

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局　
　

☎
０
８
７
・
８
１
１
・
１
８
６
６

軽
減
割
合

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
左
記
に
該
当
す
る
世
帯

33
万
円
＋（
51
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
）以
下（
改
正
前
：
50
万
円
）

33
万
円
以
下
で
（
＊
１
）
に
該
当
し
な
い

８
・
５
割

５
割

８
割

２
割

33
万
円
以
下
で
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下
（
そ
の
他
所

得
が
な
い
場
合
）
＊
１

33
万
円
＋（
28
万
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
）以
下

（
改
正
前
：
27
・
５
万
円
）

　
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か
ら
、
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。

　

資
格
取
得
の
２
～
３
か
月
後
に
『
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』

を
送
付
し
ま
す
。
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。（
普
通
徴
収
）

　

＊
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
資
格
を

　
　

取
得
し
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
『
普
通
徴
収
』
か
ら
『
特
別
徴
収
』

　
　

に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ

　
　
と
も
可
能
で
す
。

誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
、
香
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便

で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
誕
生
日
か
ら
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
日

基
本
的
に
即
日
交
付
し
ま
す
が
、
後
日
送

付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
害
認
定（
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
）

■
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
方
へ

停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
日

転
入
に
よ
り
住
所

を
定
め
た
日

新
た
に
75
歳
に
な

る
方

誕
生
日

転
入

被
保
険
者
証
の
発
行

資
格
取
得
日

事　
由

生
活
保
護
の
停
止

ま
た
は
廃
止

均
等
割
額
の
軽
減
の
変
更

保
険
料

資
格
取
得
日
と
被
保
険
者
証

　

被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
、
資
格
取
得
後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
、

均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

丸
亀
警
察
署
交
通
第
１
課　

☎
２
２
・
０
１
１
０

平
成
　
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 
を
実
施
し
ま
す

人
も 

車
も 

自
転
車
も 

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う

善
通
寺
市
交
通
対
策
協
議
会　

市
民
課
（
市
民
相
談
係
）　

☎
６
３
・
６
３
４
３

香
川
県
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
車
よ
り　

人
が
優
先　

讃
岐
マ
ナ
ー
』

　
　
　
　
　
５
月　
日（
土
）～
20
日（
月
）

　
　
　
　
　

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

　
　
　
　
　
　

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
　
　
　

 

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　
　
　
　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
　
　

 

・
横
断
歩
道
利
用
者
の
安
全
確
保

　

運
動
期
間
の
最
終
日
に
『
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
』
街
頭
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
５
月
20
日（
月
）
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　
西
原
北
交
差
点
（
与
北
町
）

（前年比43件の減）

◆平成30年１～12月
　の人身事故発生件数

地区
中央
東部
西部
南部
竜川
与北
筆岡
吉原
合計

件数
　27
　41
　 2
　15
　29
　 9
　29
　19
171

　

市
内
の
交
通
事
故
の
総
発
生
件
数

は
、
前
年
よ
り
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
死
亡
事
故
は
４
件
と

こ
こ
数
年
で
一
番
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
交
差
点
付
近
や
自
宅
近
く
で

被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、

周
り
を
よ
く
確
か
め
て
通
行
し
ま

し
ょ
う
。 31

　
・
証
明
書
の
発
行
（
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
）

　
・
住
民
異
動
届
（
転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
な
ど
）

　
・
国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
手
続
き

　
・
国
民
年
金
の
資
格
や
保
険
料
免
除
の
手
続
き

　
・
戸
籍
届
（
出
生
届
・
婚
姻
届
な
ど
）

＊
国
の
機
関
や
他
市
区
町
村
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
即
日
対
応
で
き
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

＊
本
人
確
認
が
必
要
な
手
続
き
の
場
合
に
は
、
運
転
免
許
証
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど

　

の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

＊
市
営
住
宅
に
か
か
る
転
入
・
転
出
な
ど
は
、
建
築
住
宅
課
（
☎
６
３
・
６
３
１
３
）
へ

　

事
前
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
届
け
出
の
対
応
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
５
月
２
日
（
木
）
に
臨
時
開
庁
を
行
い
ま
す

市
民
課　

☎
６
３
・
６
３
０
６

　

転
入
・
転
出
届
や
証
明
書
の
発
行
が
で
き
る
よ
う
、
大
型
連
休
中

に
市
民
課
窓
口
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

５
月
２
日
（
木
）　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　

市
役
所 

本
庁
舎
１
階 

市
民
課

日　
　
時

場　
　
所

日　
　
時

運
動
重
点

運
動
期
間

場　
　
所

内　
　
容

31

11

（
改
正
前：９
割
）

　

戸
籍
届
の
受
付
は
閉
庁
日
・
夜
間
で
も
、
守
衛
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
休
明
け
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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点検商法のトラブル

　「突然『無料で点検する』と業者が来た。点検後『屋
根瓦がずれている。放置すると危ない。今すぐの契
約なら安くなる』といわれ契約したが、解約したい」
という相談。
　「点検させてほしい」と訪問
してくる業者には、たとえ無料
といわれても簡単に対応しない
ようにしましょう。
　点検を依頼する際は、結果をきちんと確認し、業
者の話をうのみにしないことが大切です。工事を勧
められても、すぐには契約せず、複数の業者から見
積りを取って比較するなど、慎重に検討しましょう。
　困った時は一人で悩まずに香川県消費生活セン
ター、各県民センターまたは『消費者ホットライン
１８８（局番なし）』へお電話ください。

香川県消費生活センター
　　　　　☎ 087－833－0999

香川県中讃県民センター
　　　　　☎ 0877－62－9600

多重債務・ヤミ金融専用相談
　　　　　☎ 087－834－0008

消費生活に関する相談は

消費生活センターのオリジナルキャラクター

「消費者を守るカメレンジャー」

　

善
通
寺
市
で
は
、
全
国
の
焼
酎
フ
ァ
ン
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
る
老
舗
酒
造

メ
ー
カ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
市
特
産
品
の
讃
岐
も
ち
麦
『
ダ
イ
シ
モ
チ
』
を
原
料

と
す
る
麦
焼
酎
の
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
麦
焼
酎
の
銘
柄
（
商
品
名
）
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

善
通
寺
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
本
市
に
所
縁
が
深
く
、
ま
た
本
市
を

連
想
さ
せ
る
す
て
き
な
商
品
名
を
ぜ
ひ
、
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

５
月
１
日
（
水
）
～　

日
（
水
）

　
　
　
　
　

銘
柄
、
銘
柄
の
補
足
説
明
（
出
典
、
由
来
な
ど
）、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

　
　
　
　
　

を
明
記
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
営
業
課
へ
提
出
し
て
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
善
通
寺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

　
　
　
　
　

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

採
用
さ
れ
た
銘
柄
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
感
謝
状
と
出
来
上
が
っ

　
　
　
　
　

た
焼
酎
を
お
贈
り
し
ま
す
。
な
お
、
本
商
品
に
関
し
て
、
商
標
を
登
録
す

　
　
　
　
　

る
権
利
お
よ
び
商
標
を
利
用
す
る
権
利
と
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
は
、
善

　
　
　
　
　

通
寺
市
に
帰
属
し
ま
す
。

空
き
店
舗
支
援
事
業
が
変
わ
り
ま
し
た

商
工
観
光
課　

☎
６
３
・
６
３
１
５

讃
岐
も
ち
麦
『
ダ
イ
シ
モ
チ
』
焼
酎
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

営
業
課　

☎
６
３
・
６
３
６
７
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
３
・
６
３
９
８

eig
yo

u
@

city.zen
tsu

ji.kag
aw

a.jp
申
し
込
み

応
募
期
間

そ
の
他

■
企
業
と
人
権
問
題

　

企
業
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
の
間
で
営
ま
れ

て
い
ま
す
。
人
と
人
の
間
で
起
き
る
の
が
人
権
問
題
で
す
。
人
を
大
切
に
す
る
企
業
で

は
従
業
員
が
働
き
や
す
く
、
生
産
性
が
上
が
り
ま
す
。
顧
客
な
ど
か
ら
の
社
会
的
評
価

も
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
（
社
会
的
責
任
を
果
た
す

活
動
）
と
し
て
『
人
権
尊
重
の
事
業
所
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
県
内
企
業
の
取
り
組
み
事
例

　

①
Ａ
社
（
銀
行
）
は
倫
理
規
定
に
人
権
尊
重
を
明
記
し
、
顧
客
・
地
域
社
会
・
株
主
・

従
業
員
の
満
足
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
店
舗
に
は
『
耳
マ
ー
ク
』
や
『
杖
ホ
ル
ダ
ー
』

な
ど
を
設
置
し
て
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
研
修

を
受
け
た
従
業
員
が
各
支
店
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
Ｂ
社
（
タ
ク
シ
ー
）
の
従
業
員
教
育
で
は
安
全
教
育
だ
け
で
な
く
、
車
内
会
話
で

人
権
を
尊
重
し
た
言
葉
遣
い
を
す
る
よ
う
に
研
修
し
て
い
ま
す
。

　

③
Ｃ
社
（
不
動
産
）
は
、
▽
物
件
が
同
和
地
区
か
ど
う
か
な
ど
差
別
に
つ
な
が
る
調

べ
を
し
な
い
▽
賃
貸
住
宅
の
申
込
用
紙
か
ら
本
籍
欄
や
国
籍
欄
を
削
除
す
る
▽
高
齢
者

や
障
害
者
、
外
国
人
な
ど
を
理
由
に
不
当
な
入
居
拒
否
を
し
な
い
な
ど
、
居
住
権
を
尊

重
す
る
よ
う
に
研
修
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

④
Ｄ
社
（
石
油
）
で
は
、
業
務
上
知
っ
た
個
人
情
報
を
不
特
定
多
数
の
前
で
公
言
し

な
い
こ
と
な
ど
を
就
業
規
則
に
明
記
し
、
顧
客
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

⑤
Ｅ
社
（
運
輸
）
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
を
求
め
る
広
告
を
車
輌
に
掲
載
し
ま

し
た
。
乗
客
の
中
に
当
事
者
が
い
る
こ
と
へ
の
配
慮
と
言
え
ま
す
。

　

⑥
そ
の
他
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ
め
な
ど
の
防
止
に
つ
い
て
従
業
員
研
修

や
顧
客
へ
の
啓
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
会
社
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
人
が
魅
力
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人権教育シリーズ　
−幸せをつないで−

善
通
寺
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
生
涯
学
習
課
）
☎
６
３
・
６
３
２
８

企
業
と
人
権

　
　

顧
客
や
従
業
員
な
ど
を
大
切
に

口
座
振
替
で
納
付
済
の
方
に
は 

納
税
証
明
書 

を
発
行
し
ま
す

税
務
課
（
収
納
係
）　

☎
６
３
・
６
３
４
６

　

平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
（
口
座
振
替
日
）
は
５
月　
日（
金
）
で
す
。

　

口
座
振
替
で
納
付
済
の
方
に
は
、
振
替
後
10
日
程
度
で
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
を

送
付
し
ま
す
。
納
税
証
明
書
が
届
く
前
に
継
続
検
査
（
車
検
）
を
受
け
る
た
め
納
税
証

明
書
が
必
要
と
な
る
方
は
、
引
き
落
と
し
が
確
認
で
き
る
通
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
税

務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
継
続
検
査
の
必
要
の
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
納
税
証
明

書
を
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
税
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
証
明
書

を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

31

　

平
成
15
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
た
中
心
市
街
地
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
本
年
度
よ
り
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
対
象
地
区
を
中
心
市
街
地
か
ら
市
内
全
域
へ
拡
大
し
ま
す
。

②
起
業
家
に
対
す
る
改
装
工
事
は
市
内
業
者
に
請
け
負
わ
せ
た
場
合
の
み
対
象
と
し
、

　

そ
の
条
件
と
し
て
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
特
定
創
業
支
援
等
事
業
に
お
け
る
セ

　

ミ
ナ
ー
等
を
受
講
し
た
者
と
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
額
に
つ
い
て
は
対
象
額
の
２
分
の

　

１
相
当
額
と
し
、
市
内
の
方
は
50
万
円
、
市
外
の
方
は
30
万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

③
家
賃
補
助
は
月
額
３
万
円
と
し
ま
す
。（
平
成
30
年
度
以
前
の
認
定
者
に
つ
い
て
は
従
来

　

ど
お
り
）

④
暴
力
団
お
よ
び
そ
の
関
係
者
等
を
対
象
除
外
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。
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『よく遊び　よく学ぶ
　　　　　たくましい子どもを育てる』

教
育
総
務
課
　
☎
６
３
・
６
３
２
６

13

教育目標

『
心
い
っ
ぱ
い
、
体
い
っ
ぱ
い
、
遊
び
こ
む
』

善
通
寺
市
立
中
央
幼
稚
園

みなさん、お元気でね！

夏をたのしもう！（年中・小１）

ハロウィン（年長・小５）

エプロン、たためたよ！ 落ちないように！

最高記録に挑戦するよ！
きれいにしようね！

私が世話をするよ！

　
中
央
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
そ
し
て
小
学
校
教
育
へ
と

つ
な
ぐ
た
め
、
保
育
の
な
か
に
『
見
通
し
』『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
』『
振
り
返
り
』

を
位
置
付
け
、
一
人
ひ
と
り
の
幼
児
の
望
ま
し
い
発
達
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
活
動
の
内
容
と
時
間
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
安
心
感
と
集
中
力
を
高
め
て
い

　
　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
力
も
育
ち
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
生
活
の
ル
ー
ル
や
約
束
を
学
ぶ
際
、
視
覚
化
し
て
示
す
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
差
を
小
さ
く
し
、
み
ん
な
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
自
分
の
が
ん
ば
り
を
再
確
認
し
、
ま
た
、
友
達
の
が
ん
ば
り
を
知
り
、
自
尊

　
　
　
　
　
感
情
の
育
成
と
活
動
意
欲
の
継
続
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　幼・小の担任は、事前に活動の内容や形態等について
相談し、双方にとって有意義な活動となるように連携し
ています。
　幼児は、同年齢での遊
びでは味わえない期待感
や達成感を感じているよ
うです。小学生へのあこ
がれも抱いています。

　小学生には、遊びを
リードし、得意そうに
教える姿が見られます。
幼児から頼られること
で自己有用感の育成に
つながります。

一人ひとりが活躍できる場を保障し、心を満たす保育をめざしています

◆小学校との連携活動

人やものとの関わり
望ましい生活習慣づくり

強い体づくり

見
通
し

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

振
り
返
り

9 広報 ぜんつうじ2019.5 8広報 ぜんつうじ 2019.5

環境ガイド
環境課 ☎63−6307（環境保全・斎場）

☎63−2812（燃えるごみ）　☎63−2808（一般廃棄物）

（未来クルパーク21 内）

太陽光発電所　発電量のお知らせ　（３月１日～31日）

135,770kWh
（電力量×36円）

4,887,720円
60,037,920円
（４月１日～３月31日）

131,260kWh
（電力量×36円）

4,725,360円
54,441,360円
（４月１日～３月31日）

ぜんつうじ太陽光発電所
（与北町）

ぜんつうじ大麻太陽光発電所
（大麻町）

発電電力量

 売電金額（税抜）

 売電累計額（税抜）

 
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
講
習
会

　
　
　
　
５
月　

日
（
木
）

９
時
か
ら
１
時
間
程
度

　
　
　
　
未
来
ク
ル
パ
ー
ク
21プ

ラ
ザ
棟

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
善
通
寺

環
境
ま
ち
づ
く
り
の
会

　
　
　
　 

６
㎏  

３
０
０
円

　
　
　
　
会
員
募
集
中
で
す
。

日　
時

場　
所

講　
師

そ
の
他

費　
用

16

◆
ゴ
ー
ヤ
ー
の
種
を

無
料
配
付
し
ま
す

　

ゴ
ー
ヤ
ー
の
種
を
５
月
７
日
（
火
）

か
ら
市
役
所
１
階
の
総
合
案
内
で
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

（
お
１
人
様
１
袋
限
り
）

　

な
お
、
な
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ヤ
ー
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ

ウ
ム
が
豊
富
な
健
康
野
菜
で
、
夏
バ
テ

対
策
に
効
果
的
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ゴ
ー
ヤ
ー
で
緑
の
カ
ー

テ
ン
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
、
真
夏
の
エ

ア
コ
ン
の
使
用
量
を
抑
え
、
地
球
に
優

し
く
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

　

粗
大
ご
み
を
未
来
ク
ル
パ
ー
ク
21
へ
持
ち
込
む
際
に
、
住
所
を

確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
代
理
の
方
が
持
ち
込
む
場
合
は
、
委
任
状
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
住
所
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
任
状
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
民
向
け
情
報
の
『
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
』

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
環
境
課
、
各
公
民
館
、
市
役
所
総
合
案
内
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
６
３
・
２
８
０
８

・
事
前
に
持
ち
込
み
の
申
し
込
み

・
持
ち
込
む
方
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ご
み
の
内
容
、
持
ち
込
む
日
時
、

　

車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認

・
代
理
の
方
は
委
任
状
の
用
意

・
受
け
付
け
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

・
13
時
か
ら
16
時
ま
で
の
市
が
指
定
す
る
日
時
に
持
ち
込
み

・
持
ち
込
み
の
際
に
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
住
所
、
氏
名
、
ご
み
の
内
容
な
ど
を
確
認

・
計
量
後
、
10
㎏
あ
た
り
１
０
０
円
（
10
㎏
未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ
）
を
現
金

　

で
支
払
い

持
ち
込
み
（
自
己
搬
入
）
方
法

◆
５
月
　
日
か
ら
　
日
は
『
愛
鳥
週
間
』
で
す

　

愛
鳥
週
間
（
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
）
は
鳥
類
保
護
連
絡
協
議

会
（
後
の（
公
財
）日
本
鳥
類
保
護
連
盟
）
が
設
け
た
も
の
で
、

５
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
一
週
間
を
い
い
ま
す
。

　

野
鳥
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
の
時
期
に
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
楽
し
さ
や
感
動
を
見
つ
け
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

16
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健康と福祉の窓
にこは

ちくん
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ほけんガイド
保健課　☎ 63−6308

　引退されたイチロー選手により世界で注目され
た『体が柔らかく、しなやかになる』初動負荷トレ
ーニングを聞いたことはありますか？

　ワールドウィングの小山裕史先生が創案した初
動負荷理論に基づいて独自に開発されたB.M.L.T
カムマシンを使用して行うトレーニングです。従
来のトレーニングとは違い、体が柔らかく、しな
やかになり、パフォーマンスも向上できることで
世界的にも注目されているトレーニング方法です。

　柔軟性と強さ、しなやかな動きの獲得、スピード、
加速度の向上、機能的純粋パワーの向上などの効
果から、数多くのトップアスリートに活用されて
きました。今ではアスリートのみならず、数多く
の故障や脳疾患の後遺症による麻痺に悩む方々や

ドクターからのアドバイス

初動負荷トレーニングについて
ふじた医院

藤田 博崇 先生

学校給食センター　☎ 62−5236

エネルギー

たんぱく質

脂質

カルシウム

鉄

塩分

341kcal

10.6g

4.7g

32mg

1.5mg

0.9g

1人分の
栄養量

作ってみよう

①　材料を切る。
　　たけのこ水煮・油揚げ…短冊切り
　　干ししいたけ……………戻した後、スライス
　　鶏むね肉皮なし…………食べやすい大きさ

②　米とダイシモチ麦を洗米後、30分吸水させて
　　ザルにあげる。

③　炊飯器に②、調味料、水を入れて目盛りに合わせ、
　　材料を全て入れて炊く。

材 料  （４人分）

高齢者の介護予防トレーニングに効果的であるこ
とも証明され、スポーツジムだけでなく、病院な
どの医療機関や介護施設でも導入されています。
　香川県内でも、初動負荷トレーニングマシーン
を導入し、外来や入院、介護保険を使用した通所
リハビリの患者様のリハビリに使用し、効果を上
げている医療機関があります。この初動負荷ト
レーニングは、肩の痛みやコリ、膝腰の痛み、脳
梗塞後の麻痺の改善に対しても効果的であり、膝
の痛みのため杖をつかなければ歩けなかった方も、
初動負荷トレーニングを行うことで膝の痛みが減
り、杖なしで歩けるようになった方もおられます。
　また、一般の方にとっても初動負荷トレーニン
グは効果的であり、理学療法士が一人ひとりに合
わせたトレーニングプログラムを組みます。ト
レーニングの目的も、競技力の向上から、健康・
体力の維持増進、生活習慣病をはじめとする各種
疾患の予防、シェイプアップ、故障等からの機能
改善など多岐にわたり、プロ選手をはじめ、若い
方から90歳を超える高齢者の方までご利用いただ
けます。

＊米・・・・・・・・・・・・・
＊ダイシモチ麦・・・
＊鶏むね肉皮なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊たけのこ水煮・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊油揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊青大豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊干ししいたけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＊塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５０ｇ
５０ｇ
２０ｇ
３０ｇ

２ｇ
小さじ３・１/２

小さじ１
小さじ１
小さじ１

少々

たけのこごはん
学校給食レシピ

旬のたけのこを使った
やさしい味の炊き込みごはんです

☆青大豆は枝豆等でも代用できます。
☆カットの干ししいたけを使用する場合は、
　干ししいたけを切る工程は不要です。

初動負荷トレーニングとは

初動負荷トレーニングの効果

調
味
料

合わせて２合
（ダイシモチは米の１～２割程度混ぜてください）

６
月
９
日
（
日
）
９
時
～
11
時
40
分

市
民
会
館

６
歳
ま
で
の
子
ど
も

無
料

歯
の
健
診
と
相
談
、
歯
の
衛
生
指
導
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
フ
ッ
素
塗
布
体
験

『
食
生
活
改
善
推
進
員
』
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

健
康
の
基
本
の
１
つ
は
『
食
』
で
す
。

　

そ
こ
で
『
食
生
活
』
を
中
心
に
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
い
き
い
き

輝
く
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

　

あ
な
た
の
行
動
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

６
月
～
翌
年
２
月
（
計
８
回
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時
30
分

　
　
　
　
　
【
第
１
回
】　

６
月　

日
（
金
）

　
　
　
　
　

市
民
会
館
１
階 

中
会
議
室
１

　
　
　
　
　

食
事
と
健
康
に
関
す
る
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
毎
回
の
調
理
実
習

　
　
　
　
　

な
ど
を
通
し
て
『
健
康
づ
く
り
』
を
考
え
、
地
域
の
仲
間
と
活
動
を
進

　
　
　
　
　

め
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　

市
内
在
住
で
、
食
と
健
康
に
関
心
が
あ
り
、
講
座
修
了
後
、
食
生
活
改

　
　
　
　
　

善
推
進
員
と
し
て
地
域
で
仲
間
の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

　
　
　
　
　

い
た
だ
け
る
方

　
　
　
　
　

20
人　

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

４
，０
０
０
円
（
８
回
分
の
実
習
代
）
毎
回
、
お
米
２
分
の
１
合
が
必
要

　
　
　
　
　

５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
保
健
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
歯
と
口
の
健
康
週
間
』
行
事

　

少
し
で
も
口
の
中
に
違
和
感
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

６
月
９
日
（
日
）　

９
時
～
11
時
40
分

　
　
　
　
　
　

市
民
会
館 

２
階

　
　
　
　
　
　

歯
科
医
師
に
よ
る
口
の
中
の
視
触
診
に
よ
る
検
査
で
す
。（
所
要
時

　
　
　
　
　
　

間
は
１
人
５
～
15
分
程
度
）
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
療
機
関
へ
紹
介

　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

20
歳
〜
74
歳
の
方

　
　
　
　
　
　

32
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　
　
　

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

無
料

　
　
　
　
　
　

４
月
22
日
（
月
）
～
５
月
10
日
（
金
）
の
間
で
、
保
健
課
ま
で
お
申
し

　
　
　
　
　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

・
口
の
中
に
白
い
着
色
が
あ
る

　

・
口
内
炎
が
治
ら
な
い

　

・
舌
や
頬
の
粘
膜
、
歯
ぐ
き
が
た
だ
れ
て
い
る

　

・
し
こ
り
や
腫
れ
が
あ
る

　
無
料
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

口
に
は
『
食
べ
る
』『
し
ゃ
べ
る
』『
表
情
を
作
る
』
な
ど
の

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
重
要
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
体
の
他
の
部

位
と
同
様
に
口
の
中
に
も
『
が
ん
』
は
で
き
ま
す
。
こ
の
『
口
腔
が
ん
』
の
発
生
頻

度
は
が
ん
全
体
の
３
％
程
で
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
放
置
し
た
進

行
が
ん
で
は
生
存
率
が
大
き
く
低
下
し
、
治
療
後
も
食
事
や
会
話
な
ど
生
活
の
基
本

と
な
る
機
能
が
著
し
く
損
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。

日　
　
時

場　
　
所

内　
　
容

対　
　
象

人　
　
数

費　
　
用

申
し
込
み

日　
　
時

場　
　
所

内　
　
容

対　
　
象

定　
　
員

料　
　
金

申
し
込
み

日　
　
時

場　
　
所

内　
　
容

対　
　
象

料　
　
金

14



健康と福祉の窓
にこは

ちくん

よりコーナー
子育て中のご家族の方に『ゴールデンウィー
ク中に気を付けてほしいこと』を紹介します!

◆普段通りの生活リズムを心掛けましょう
　連休中は気持ちもリラックスできて、普段と違う生活リズム
になってしまい、体調を崩したりします。できるだけ食事や睡
眠などのサイクルは変えないように心掛けましょう。

◆休息時間をつくりましょう
　張り切ってお出かけを続けて体力がもたなくなっていること
に気が付かずに人混みに出かけていると、抵抗力が落ちて風邪
をひいたりウイルス感染しやすくなります。もし相談したいこ
とがあれば、小児救急電話相談＃8000（休日夜間も対応）が利
用できます。

◆外食に頼りすぎないで！
　休日に外食が多くなりがちな家庭は、大型連休の食事に注意
しましょう。外食が続いた後は野菜や栄養価のある食事をつく
るなど、バランスよく１日の食事を考えてください。

◆テレビを見せ続けないで家族の時間を大切にしましょう
　家でのんびり過ごしていると、テレビをつける時間も増えが
ちです。ダラダラとテレビをつけているときは、一度消して子
どもと向き合ってコミュニケーションをとるようにしましょう。

　連休中は家族で遠出をしたり普段でき
ない体験やイベントに行かれる方も多い
と思います。安全で楽しいお休みをお過
ごしください。

耳ちょこっと

準備物

【
講
座
開
催
の
ご
案
内
】

　

・
６
月
23
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　
　
　

夫
婦
向
け
講
座（
託
児
あ
り
）

　

・
６
月
24
日
（
月
）
15
時
15
分
～

　
　
　

10
代
、
20
代
向
け
講
座

　

講
座
の
詳
細
・
申
し
込
み
方
法

は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

善
通
寺
市
利
用
者
支
援
事
業

　
（
委
託
先
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

子
育

　

て
ネ
ッ
ト
く
す
く
す
）

☎
３
５
・
８
３
９
９
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善
通
寺
市
利
用
者
支
援
事
業
で

は
、
夫
婦
向
け
講
座
『
あ
っ
た
か

か
ぞ
く
を
つ
く
る
コ
ツ
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

夫
婦
は
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
と
、

父
親
・
母
親
に
な
り
、環
境
や
生
活

ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
ま
す
。育
児
を
し
な
が
ら
家
事
や

仕
事
と
、
慌
た
だ
し
く
過
ご
す
う

ち
に
、
夫
婦
間
に
す
れ
違
い
を
感

じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
産
前
産
後
支
援
や
父
親

支
援
の
第
一
人
者
と
し
て
、
全
国

で
ご
活
躍
中
の
渡
邊
大
地
さ
ん
と

一
緒
に
夫
婦
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、気
持
ち
を
上
手
に
伝
え
る
コ
ツ

を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

２
日
目
に
は
、こ
れ
か
ら
結
婚
・

子
育
て
を
さ
れ
る
未
婚
の
方
向
け

の
講
座
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　　　（子ども約10人分）
●米 ……………………………… ３合
●鶏こま切れ肉 …………… ２４０ｇ
●ひじき ……………………… １５ｇ
　　●だし汁 ……… ５０〜１００㎖
　　●砂糖 ………………… 大さじ１
　　●みりん ……………… 大さじ２
　　●しょうゆ ………… 大さじ１弱
●油 ……………………………… 適量
●にんじん …………………… ９０ｇ
●油揚げ ………………………… １枚
●グリーンピース …………… ３０ｇ
　　●みりん ……………… 大さじ２
　　●しょうゆ …………… 大さじ２
　　●だし汁 …………………… 適量
　　●塩 ………………………… 少々

①ひじきを水に戻しておく。
②グリンピースをゆでておく。
③にんじんを１cmぐらいに切る。
④油揚げにさっとお湯をかけ、１cm
　 ぐらいに切る。
⑤油で鶏肉とひじきをいため、　を
　 加えて煮る。
⑥お米を洗い、　を入れて３合の目
　 盛りに合わせて、にんじん、油揚
　 げを入れて炊く。
⑦炊きあがったご飯と⑤とグリーン
　 ピースを混ぜる。

☆子どもたちにも大人気のメニュー
　です。

子どもガイド
子ども課　☎ 63−6365

（子ども・家庭支援センター内）

ひじきごはん

簡単レシピ

作 り 方

材 料

幼  児  食

乳幼児相談日（右のページ）に
試食できます

子育てほっとCOM
ぜんつうじ

子育て支援に関する施設やイベントの
情報を詳しく紹介しています。
携帯電話でもご覧いただけます。

大好評♪

子ども・家庭支援センター　☎ 63－6365

（子ども・家庭支援センター体育館）

日時　５月14・21・28日（火）10時～10時45分

対象　就園前の親子

内容　ふれあい遊び・歌・踊りなど

リズムあそび
０～１８歳の子どもたちが自由に遊べる『児童センター』や、卓球や運動あそびができる『体育館』があります。
いろいろな遊びや、人との出会い・ふれあいを通して、みんながいきいきと過ごせるセンターを目指しています。

問
い
合
わ
せ

日　
　
　
時

そ　
の　
他

善
通
寺
市
利
用
者
支
援
事
業

『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
講
座
』

子
育
て

支
援
情
報

Ａ

Ａ

B

B

◆健康診査を実施中（対象者には個人通知します）

４か月児

１歳６か月児

３歳児

・安藤医院　　・中島医院
・にしかわクリニック
・前田病院　　・森医院
・四国こどもとおとなの医療センター内

乳幼児健診センター

・四国こどもとおとなの医療センター内
乳幼児健診センター

生後４か月の乳児

１歳６か月～
１歳７か月の幼児

３歳６か月の幼児

健康診査名 対　　象 医療機関

日時　５月８日（水）
　　　9時15分～11時30分
　　　５月14日（火）
　　　13時30分～15時30分
対象　子どものことばや発音が
　　　気になる方
内容　言語聴覚士による相談

日時　５月８日（水）
　　　13時30分～16時

対象　子どもの発達や行動が
　　　気になる方

内容　香川県西部子ども相談
　　　センターの先生による
　　　相談

日時　５月28日（火）　13時30分～14時30分

対象　乳児

内容　離乳食 試食メニュー　『野菜の味噌おじや』

５月29日（水）　①9時30分～10時30分　②14時〜15時
手形は①の時間帯のみの受付となります

幼児

幼児食 試食メニュー 　 午前『ひじきごはん』午後『軽食』
＊１歳のお誕生月のお子さまには絵本と手形のプレゼント！

乳幼児相談

ことばの相談 子ども発達相談

日時　５月15日（水）
　　　10時30分～11時30分

対象　生後６か月頃までの
　　　赤ちゃん

内容　ベビーマッサージ

　　　母子健康手帳・バスタオル

＊身体計測・相談は、乳児幼児にかかわらず、
　都合のよい日にどうぞ。

身体計測、育児相談・発達相談・栄養相談・おっぱい相談

予約制 予約制

レシピは
左のページ♥

　すくすく教室

日時　５月24日（金）　10時～11時

対象　子どものことばの発達が気になる方

内容　ことばの発達を助ける親子でのふれあい遊び

メロディ教室 予約制おっぱい＆まんま教室

日時　５月９日（木）　10時30分～11時30分

対象　生後４か月～８か月頃までの赤ちゃんとママ

内容　おっぱい（ミルク）と離乳食の相談、離乳食の始め方講座、試食など

夫婦で笑いながら学べる講座です！

わたなべ　だい ち

渡邊 大地さん講師
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な
が
ら
運
動
シ
リ
ー
ズ

な
が
ら
運
動
シ
リ
ー
ズ

保
健
課
　
☎
６
３
・
６
３
０
８

　
今
回
は
、段
差
を
使
っ
て
で
き
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。散
歩
を
し
な
が
ら
、掃
除

を
し
な
が
ら
、階
段
な
ど
の
段
差
を
見
つ
け
た
際
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
な
が
ら
運
動
』
は
、
身
近
な
何
か
を
し
な
が
ら
、
少
し
意
識
的
な
動
き
を
加
え

る
こ
と
で
で
き
る
運
動
で
す
。
家
事
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
＊
次
回
は
７
月
号
で
掲
載
予
定
で
す
。

は
じ
め
よ
う
！ 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
運
動
を
！

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

効いているポイント

●太ももの筋トレ
●股関節周りのストレッチ
　　　　　　　　　　など

ながら運動についての動画はこちらから
http://www.city.zentsuji.kagawa.jp/soshiki/20/

片足を段の上に乗せる前の足に体重をかける

背筋を伸ばす
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高齢者ガイド
地域包括支援センター　☎ 63−6364
高齢者課　☎ 63−6331 （総合会館１階）

第
１
回 

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
や
介
護
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

５
月
14
日
（
火
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　

総
合
会
館
３
階 

学
習
室

　
　
　
　
　
『
歌
っ
て
笑
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪
』

　
　
　
　
　

後
藤 

久
美
子
氏
（
音
楽
療
法
士
）　

　
　
　
　
　

無
料

　
　
　
　
　

30
人
（
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
食
事
　
～
楽
し
く
食
べ
る
た
め
に
～

　

日
常
生
活
の
中
で
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
食
事
も
、
心
身
が
変
化
し
て
い
く

高
齢
者
に
と
っ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
る
行
為
で
す
。
食
欲
が
低
下
し
た
と
き
に

は
、
次
の
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
体
調
に
次
の
よ
う
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

・
か
む
力
が
弱
く
な
っ
た

　

・
歯
の
調
子
が
良
く
な
い
（
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
）

　

・
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
た

　

・
味
覚
や
視
力
が
低
下
し
て
い
る

　

・
便
秘
に
な
り
や
す
い

　

・
運
動
不
足
で
お
腹
が
す
か
な
い

　

・
お
や
つ
を
頻
繁
に
つ
ま
ん
で
い
る

　

一
つ
で
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。
楽
し
く
お
い
し
く
食
べ

る
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
食
べ
る
意
欲
を
持
つ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
族
と
同
じ
食
事
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

　

高
齢
者
が
食
べ
に
く
い
食
材
は
食
べ
や
す
く
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
ハ
ン
バ
ー
グ
は
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
に
し
て
ソ
ー
ス
に
と
ろ
み
を
加
え
る

　

・
パ
サ
つ
い
て
い
る
も
の
（
パ
ン
、
お
か
ら
な
ど
）
は
、
ス
ー
プ
や
み
そ
汁
と

　
　

一
緒
に
食
べ
る

　

・
水
分
の
少
な
い
も
の
（
イ
モ
類
）
に
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
、
牛
乳
な

　
　

ど
を
混
ぜ
る

　

・
弾
力
の
あ
る
も
の
に
は
、
隠
し
包
丁
を
入
れ
て
か
み
や
す
く
す
る

　

・
便
秘
時
に
は
水
分
や
食
物
繊
維
を
積
極
的
に
と
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
整
腸

　
　

作
用
の
あ
る
食
品
を
活
用
す
る

②
手
間
を
か
け
す
ぎ
な
い

　

下
処
理
に
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
な
ど
手
間
を
省
き
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
手
間
程
度
で
い
い
の

で
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
五
感
で
食
欲
を
刺
激
す
る

　

料
理
を
作
る
音
、
匂
い
、
色
合
い
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
量
を
少
な
く
小
分
け
に

す
る
と
見
た
目
の
圧
迫
感
が
な
く
な
り
ま
す
。

④
環
境
を
工
夫
す
る

　

で
き
る
限
り
誰
か
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
周
囲
の
人

も
「
一
緒
に
食
べ
よ
う
」「
好
き
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
よ
」

な
ど
と
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲
の
人
の
言

葉
は
食
欲
低
下
を
防
ぐ
大
切
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

食
べ
た
い
、
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
す
。

ふ

　く

　し

　チ

　ャ

　ン

　ネ

　ル

し

あ

わ
せ

ぷ

ら

ん

社
会
福
祉
課　
　
　

☎
６
３
・
６
３
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
・
６
３
５
５

障
害
者
差
別
解
消
法
をご

存
じ
で
す
か

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
や
市
町
村

な
ど
の
行
政
機
関
や
、
会
社
や
お
店
な
ど

の
民
間
事
業
者
で
の
「
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
」
を
な
く
し
、
全
て
の
人
が
障

が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
障
が
い
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
を
断
ら
れ

る
な
ど
、
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
」「
お
店

の
人
に
手
助
け
を
お
願
い
し
た
の
に
、
少

し
の
配
慮
も
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
な

ど
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
赤
十
字

の
創
始
者
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン

の
誕
生
月
で
あ
る
５
月
を
『
赤
十

字
運
動
月
間
』
と
し
、
全
国
各
地

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
月
間
を
中
心
に
、
赤

十
字
奉
仕
団
、
町
内
会
、
自
治
会

な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日本赤十字社
公式マスコットキャラクター
『ハートラちゃん』

日　
　
時

場　
　
所

内　
　
容

講　
　
師

参
加
費

定　
　
員

申
し
込
み



地の人 の人風

地の人 の人風

16広報 ぜんつうじ 2019.517 広報 ぜんつうじ2019.5

四
学
生
の
目

No.
408

あ
な
た
に
リ
レ
ー

ふ
れ
あ
い
駅
伝

自  治  会

寺
市
に
は
総
本
山
善
通
寺
と
い
う
有
名
ど

こ
ろ
以
外
に
も
、
多
く
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
タ

ウ
ン
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
触
れ
て
も
ら

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

は
、
新
入
生
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
地
域
の
方

々
の
温
か
さ
は
新
入
生
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
の
他
に
も
大

学
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
運
営
に
携
わ
り

ま
す
。
苦
し
い
こ
と
も
多
く
あ
り
、
み
ん

な
が
全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
い
ま
す
。
私
は

ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
制
度
の
お
か
げ
で
、
自

分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

次
第
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
人
に
尽

く
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
す
ら
も
変
え
て

く
れ
る
そ
ん
な
組
織
で
す
。

も
た
ち
が
成
長
し
、
社
会
に
出
て
、
お
弁

当
を
自
分
で
作
っ
て
い
る
と
聞
く
と
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
が
増
え
、
失
敗
も
し
な
が
ら
毎
回

に
ぎ
や
か
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
看
護
師
を
し
な
が
ら
、
家
族
の
協

力
を
得
て
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

今
も
仕
事
を
し
な
が
ら
孫
育
て
を
手
伝
い
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
地
域
社
会

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
が
乱
れ
る

と
世
の
中
も
乱
れ
ま
す
。
家
庭
が
崩
壊
す

れ
ば
社
会
も
崩
壊
し
ま
す
。
善
通
寺
か
ら

『
善
の
街
づ
く
り
』『
温
か
い
家
庭
づ
く
り
』

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
大
学
に
は
ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
主
に
新
入
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。
入
学
す
る

新
入
生
の
多
く
は
、
大
学
生
活
へ
の
期
待

と
と
も
に
う
ま
く
な
じ
め
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
学
生
が
、

不
安
な
く
安
心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
ま
す
。
入
学
し
て
最
初
の
一
週
間

は
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
新

入
生
が
大
学
生
活
に
初
め
て
触
れ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
こ
こ
で
い
か
に
新
入
生
に

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
大
学
の
概
要
説
明
や
新

入
生
同
士
の
人
間
関
係
構
築
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
と
同
時
に
、
善
通
寺
市
の
紹
介
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
多
く
は
、
市
外
出
身
で
善
通

寺
市
に
つ
い
て
多
く
を
知
り
ま
せ
ん
。
生

活
を
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
必
要
な
施
設

を
教
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人

の
温
か
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
も
私
た
ち
の
役
目
で
す
。
善
通

家
和
し
て
万
事
成
る

　

家
庭
が
平
和
で
あ
れ
ば
全
て
の
こ
と
が

う
ま
く
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。
家
庭
は

祖
父
母
、
両
親
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な

社
会
を
形
成
し
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
愛

し
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
場
で
す
。
温
か
い

家
庭
か
ら
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
温
か
い

家
庭
を
築
き
、
社
会
、
国
家
、
世
界
、
宇

宙
を
も
形
成
し
、
平
和
社
会
が
な
さ
れ
る

の
で
す
。
幼
児
虐
待
や
育
児
放
棄
な
ど
あ

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
居
場

所
で
あ
る
家
庭
が
温
か
く
、
心
地
よ
い
場

所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
家
の
中
心
は
『
母
』
で
あ
り
『
食
』

で
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
『
親
子
料
理
教

室
』
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
賛
同
し

て
く
れ
る
仲
間
と
と
も
に
忙
し
い

日
々
の
生
活
の
中
で
も
簡
単
に
お

い
し
く
作
れ
る
料
理
を
親
子
に
伝

承
し
て
き
ま
し
た
。
前
回
は
肉
ま
ん

を
作
り
ま
し
た
。「
自
宅
で
肉
ま
ん

が
で
き
る
な
ん
て
… 

」
と
感
嘆
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
１
２
０
回
を

超
え
ま
し
た
が
、
毎
回
た
く
さ
ん
の

方
が
楽
し
み
に
参
加
し
て
く
れ
ま

す
。
小
学
生
で
参
加
し
始
め
た
子
ど

おかもと　 す　み　こ

岡本 澄美子さん（原田町）

文学部 人文学科４年
 まつもと　かず き

松本 教生さん（写真右）

ピ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
は

 

南
部
地
区
連
合
自
治
会
・
環
境
推

 

進
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
合
同
研

 

修
会
を
開
催
し
ま
し
た

【
南
部
地
区
連
合
自
治
会
】

　

２
月
４
日
、
広
島
ま
で
片
道
３
時
間
の

道
の
り
で
、
早
朝
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ツ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
本
社
工
場
を
見

学
し
、
午
後
か
ら
は

造
幣
局
広
島
工
場
で

コ
イ
ン
の
製
造
を
見

学
し
ま
し
た
。
２
か

所
と
も
四
国
に
は
な

い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
で
あ
り
、
長
時
間

の
研
修
で
し
た
が
、

各
団
体
と
の
親
睦
も
深
ま
り
、
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

第
20
回 

南
部
地
区
三
世
代
交
流

 

『
麻
野
の
里
ら
く
楽
』ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

を
実
施
し
ま
し
た

【
南
部
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会
】

　

３
月
２
日
、
恒
例
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
も
２
つ
の
内
容
で

の
実
施
で
す
。
最
初
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
指
導
さ
れ
て
い
る
北
野
喜
志
子
先
生
に

お
願
い
し
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
夕
焼

け
小
焼
け
を
歌
い
な
が
ら
楽
し
く
で
き

る
『
ち
ょ
こ
っ
と
体
操
』
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
少
し
体
が
ほ
ぐ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
今
回
の
コ
ー
ス
で
あ
る
地
蔵
池
一

周
往
復
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
発
で
す
。

途
中
し
だ
れ
梅
や
道
端
の
た
ん
ぽ
ぽ
な
ど
、

春
を
見
つ
け
な
が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
の
親
子
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。
最
後
は
昨
年
同
様
、
半
明
み

よ
子
先
生
に
お
願
い
し
て
、
室
内
で
誰
に

で
も
簡
単
に
続
け
ら
れ
る
運
動
を
し
て
い

た
だ
き
、
今
回
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
に
よ

る
愛
情
い
っ
ぱ
い
野
菜
い
っ
ぱ
い
の
お
い

し
い
『
だ
ん
ご
汁
』
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、

お
土
産
を
も
ら
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
治
会

長
を
は
じ
め
、
役

員
理
事
・
食
改
の

皆
さ
ま
に
は
前
日

か
ら
の
準
備
、
早

朝
よ
り
の
交
通
整

理
や
片
付
け
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ

た
総
勢
１
０
０
人

の
皆
さ
ま
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 

東
部
地
区
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

【
東
部
地
区
連
合
自
治
会
】

　

３
月
10
日
、自
治
会
と
自
主
防
災
会
、地

区
社
協
と
の
合
同
で
阿
南
市
の
防
災
施
設

の
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
阿
南
市
危
機
管

理
課
長
様
か
ら
津
乃
峰
地
区
防
災
公
園
の

主
要
施
設
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
野
外

ベ
ン
チ
が
炊
飯
用
の
か
ま
ど
や
ト
イ
レ
に

な
り
、災
害
時
の
頼
り
に
な
る
施
設
や
四
阿

山
と
呼
ば
れ
る
屋
根
付
き
の
建
物
が
災
害

本
部
に
な
る
よ
う
に
設
備
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
公
園
は
、津
乃
峰
地
区
４
，５

０
０
人
が
一
時
避
難
と
し
て
利
用
し
、一
日

分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
区
民
全
て
に
提

供
で
き
る
だ
け
の
非
常
食
を
完
備
し
て
い

ま
す
。
２
万
９
０
０
平
米
の
敷
地
は
平
常

時
に
は
運
動
公
園
で
、
憩
い
や
癒
や
し
の

交
流
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
そ
う
で

す
。海
辺
の
新
浜
地
区
に
は
、７
・
３
メ
ー

ト
ル
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
あ
り
、
約
70

人
の
避
難
が
可
能
な
設
備
も
あ
り
ま
し
た
。

防
災
公
園
は
多
目
的
公
園
と
し
て
善
通
寺

に
も
ぜ
ひ
欲
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 
第
36
回 

東
部
公
民
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

【
東
部
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

■
５
月　
日（
日
）　
時
30
分
～

時
30
分

　
　
　

市
民
会
館 

ホ
ー
ル

　
　
　

芸
能
発
表
会

■
５
月　
日（
土
）　
時
30
分
～
20
時

　
　
　

東
部
公
民
館
駐
車
場

　
　
　

前
夜
祭
（
ビ
ー
ル
村
開
催
）

■
５
月　
日（
土
）
９
時
30
分
～　
時

　
　
　

東
部
公
民
館

　
　
　

作
品
展
（
幼
・
小
学
生
、各
グ
ル
ー
プ
、

　
　
　
健
康
推
進
員
会
、
福
寿
会
）

■
５
月　
日（
日
）
９
時
30
分
～　

時
30
分

　
　
　

東
部
公
民
館
、
幼
稚
園
庭

　
　
　

作
品
展
、
抽
選
会
、
バ
ザ
ー
、
フ
ァ

　
　
　

ミ
リ
ー
運
動
会
ほ
か

 

第
63
回 

竜
川
地
区
民
運
動
会
を

開
催
し
ま
す

【
竜
川
地
区
連
合
自
治
会
】

■
５
月
25
日（
土
）
８
時
30
分
～

　
　
　

竜
川
小
学
校 

運
動
場

　

竜
川
小
学
校
と
の
合
同
運
動
会
を
開
催

し
ま
す
。
世
代
間
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
も
た

く
さ
ん
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
大
勢
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
団
体
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ご
家

族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所

内
容

場
所

内
容

場
所

内
容

場
所

内
容

場
所

12

14

12

19 18 18

16

17

17



 １月

 ２月

 ３月
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イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
登
録
業
者

で
、
協
会
の
行
う
入
札
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
た
業
者
に
引
き
渡
し
て

い
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
は

業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

種
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
減
額

に
伴
う
増
額
が
４
２
２
万
円
余
、

人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額
見
直

し
に
伴
う
増
額
が
２
６
７
万
円

余
、
計
８
７
２
万
円
余
の
増
額
を

見
積
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

委
託
料
を
精
査
し
た
こ
と
に
よ
り
、

１
０
５
万
円
余
の
増
に
と
ど
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
処
理
が
行
わ
れ

る
の
か
？

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
ど

こ
の
業
者
に
引
き
渡
し
て
も
よ
い

も
の
で
は
な
く
、
容
器
包
装
リ
サ

３月定例会の日程

委
員
長　
寿
賀
崎　
久

問　

不
燃
物
に
か
か
る
最
終
処
分

場
関
係
負
担
金
に
つ
い
て
、
関
係

市
町
の
負
担
金
の
積
算
方
法
は
？

　
　

負
担
金
は
、
年
間
の
搬
入
量

に
よ
る
搬
入
量
割
と
人
口
割
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
建
設
・
整
備
に

要
す
る
経
費
、
起
債
に
対
す
る
償

還
費
に
つ
い
て
は
人
口
割
で
積
算

さ
れ
て
い
る
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
給
付
費
が　

か
月
分
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
？

　
　

児
童
扶
養
手
当
給
付
費
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
ま
で
４
月
・
８

月
・
12
月
が
支
給
月
で
あ
っ
た
が
、

新
年
度
か
ら
は
支
給
月
が
４
月
・

８
月
・
11
月
・
１
月
・
３
月
に
変

わ
る
。
こ
れ
ま
で
４
月
に
支
払
っ

て
い
た
１
月
～
３
月
分
の
給
付
費

を
当
該
年
度
の
３
月
に
支
払
う
こ

と
に
な
り
、
新
年
度
の
み
調
整
を

行
い
、
15
か
月
分
の
支
給
と
す
る

も
の
で
、
再
来
年
度
か
ら
は
通
常

ど
お
り
12
か
月
分
の
支
給
に
な
る
。

問　

新
年
度
か
ら
乳
が
ん
検
診
の

対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
る
ほ
か
、

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
が
ん
検
診
の

自
己
負
担
額
を
引
き
下
げ
る
の
で

あ
れ
ば
、
予
防
費
の
委
託
料
は
増

額
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
減

額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
？

　
　

予
防
費
全
体
の
委
託
料
は
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
間
ド
ッ

ク
を
は
じ
め
各
種
が
ん
検
診
の
委

託
料
が
存
在
す
る
保
健
事
業
費
の

委
託
料
は
１
０
５
万
円
ほ
ど
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
項
目
別
で
は
、

乳
が
ん
検
診
の
年
齢
引
き
下
げ
に

伴
う
増
額
が
１
８
２
万
円
余
、
各

予  

算  

審  

査  

報  

告

　

平
成　

年
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
善
通
寺
市
各
会
計
の

予
算
を
審
査
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
４
日
・

５
日
の
２
日
間
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
疑
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

平
成　
年
度

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

31

案
９
件
を
上
程
し
、
提
案
理
由
の

説
明
の
の
ち
、
各
議
案
を
審
査
の

た
め
、
所
管
常
任
委
員
会
へ
そ
れ

ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
31
年
度
の
善
通

寺
市
各
会
計
予
算
８
議
案
を
上
程

し
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
８
議
案
に
つ
い
て

は
、
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
に
、

平
成
31
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
付
託
し
ま
し
た
。

２　

日　

目　
（
３
月　

日
）

　

６
人
の
議
員
が
、
教
育
行
政
・

土
木
行
政
・
農
林
行
政
・
商
工
行

政
・
防
災
行
政
・
環
境
行
政
・
災

害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し

ま
し
た
。

最　

終　

日　
（
３
月　

日
）

　

最
初
に
「
善
通
寺
市
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な

　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日
ま
で

の
20
日
間
開
き
ま
し
た
。

１　

日　

目　
（
３
月
１
日
）

　

最
初
に
、
今
定
例
会
の
会
期
を

３
月
22
日
（
22
日
は
予
備
日
）
ま

で
の
22
日
間
と
定
め
た
の
ち
、
大

平
議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、

平
岡
市
長
か
ら
市
政
報
告
お
よ
び

施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
「
平
成
30
年
度
善
通
寺
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）」

な
ど
、
議
案
８
件
を
上
程
し
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
善
通
寺
市
指
定
居
宅

介
護
支
援
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
、
議

ど
議
案
５
件
に
つ
い
て
、
付
託
し

て
い
た
総
務
委
員
会
の
委
員
長
よ

り
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
善
通
寺
市
営
住
宅
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
付

託
し
て
い
た
建
設
経
済
委
員
会
の

委
員
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

次
に
「
善
通
寺
市
指
定
居
宅
介

護
支
援
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
議
案
３

件
に
つ
い
て
、
付
託
し
て
い
た
教

育
民
生
委
員
会
の
委
員
長
よ
り
報

告
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
31
年
度
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
新

年
度
予
算
８
議
案
に
つ
い
て
、
委

員
長
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
人
事
議
案
４
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ
れ
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
行
政
改
革
調
査
特
別

委
員
会
委
員
長
か
ら
最
終
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
共
施
設
整
備
等
調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
最
終

報
告
が
あ
り
、
今
定
例
会
の
日
程

を
全
て
終
了
し
た
た
め
、
こ
の
日

を
も
っ
て
３
月
定
例
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

20 13

ぎ  か  い  活  動  日  誌

 １日○諸般の報告
　　　○市政報告
　　　○施政方針演説
　　　○議案上程
　　　　提案理由説明
　　　　質疑・討論・採決
　　　○平成31年度予算審査
　　　　特別委員会設置
 ４日○予算審査特別委員会
 ５日　　　　〃
 ６日○議案調査のため休会
 ７日○建設経済委員会
 ８日○教育民生委員会
11日○総務委員会
12日○議案調査のため休会
13日○一般質問
14日○議案調査のため休会
15日○　　　　〃
18日○　　　　〃
19日○　　　　〃
20日○常任委員会委員長報告
　　　　質疑・討論・採決　
　　　○平成31年度予算審査
　　　　特別委員会委員長報告
　　　　質疑・討論・採決
　　　○人事議案上程
　　　　提案理由説明
　　　　質疑・討論・採決
　　　○行政改革調査特別委員会
　　　　委員長報告
　　　○公共施設整備等調査特別委員会
　　　　委員長報告

 

平
成　
年
度
善
通
寺
市
一
般
会

 

計
予
算
に
つ
い
て

31

 ８日～９日
　　　○香川県市議会議長会県外合同視察研修会
17日○公共施設整備等調査特別委員会
　　　○広報広聴委員会
18日○香川県市議会議長会議員研修会
22日○広報広聴委員会
26日○議会意見交換会

 １日○議会運営委員会
 ５日○全国市議会議長会基地協議会
　　　　　正副会長・監事・相談役会
　　　○全国市議会議長会基地協議会
　　　　　第93回理事会・第82回総会
 ６日○香川県広域水道企業団議会
　　　　　２月定例会
 ７日○全国広域連携市議会協議会
　　　　　第50回総会
19日○全国市議会議長会建設運輸委員会
　　　　　正副委員長会・第164回委員会
21日○公共施設整備等調査特別委員会
22日○中讃広域行政事務組合議会
　　　　　２月定例会
　　　○議会運営委員会
26日○後期高齢者医療広域連合議会
　　　　　第１回定例会

 ４日～５日
　　　○平成31年度予算審査特別委員会
 ７日○建設経済委員会
 ８日○教育民生委員会
11日○総務委員会
13日○全員協議会

平
成
　
年
３
月
定
例
会

定
例
会
の
概
要 31

31

31

15
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委
員
長　
竹
森　
千
津

　
　

他
律
的
な
業
務
の
比
重
の
高

い
部
署
に
勤
務
す
る
職
員
と
そ
れ

以
外
の
職
員
を
区
別
し
て
時
間
外

命
令
の
上
限
時
間
な
ど
定
め
る
も

の
だ
が
、
本
市
に
お
い
て
他
律
的

な
業
務
を
実
施
し
て
い
る
部
署
は

あ
る
の
か
？　
　
　

寿
賀
崎　
久 

　
　

現
在
、
本
市
に
該
当
す
る
よ

う
な
部
署
は
な
い
が
、
例
え
ば
、

将
来
本
市
に
お
い
て
大
規
模
な
用

地
買
収
が
必
要
に
な
り
、
毎
晩
深

夜
ま
で
住
民
と
の
交
渉
が
続
く
よ

う
な
業
務
が
生
じ
た
場
合
な
ど
に

該
当
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

本
市
の
職
員
１
人
を
国
の
機

関
に
退
職
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
る

改
正
だ
が
、
勤
続
期
間
を
通
算
す

る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

か
？　
　
　
　
　
　

内
田　
信
吾 

　
　

今
回
の
退
職
派
遣
を
現
在
の

退
職
条
例
に
基
づ
い
て
行
う
と
、

退
職
金
の
算
定
に
お
い
て
、
当
該

職
員
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
勤
続
期
間
を
通
算
で

き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
地
方
創
生
に
資
す
る

た
め
の
派
遣
と
の
こ
と
だ
が
、
他

の
分
野
は
考
え
て
い
な
い
の
か
？

林
野　
忠
弘

　
　

派
遣
期
間
内
で
、
所
属
を
変

更
し
、
他
の
分
野
も
経
験
で
き
る

　
　

廃
止
に
つ
い
て
は
、
防
災
管

理
課
と
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
今

後
、
詳
細
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

き
た
い
。

　
　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、

重
度
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
要
介
護
認
定
率
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？ 

安
井　
一
博

　
　

認
定
率
は
、
緩
や
か
で
あ
る

が
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国

的
な
傾
向
で
あ
る
が
、
本
市
の
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
推
計

し
た
認
定
率
の
推
移
に
比
べ
る
と
、

緩
や
か
な
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

る
が
、
そ
れ
で
も
利
活
用
の
方
法

が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
最
終
的

に
は
売
却
も
考
え
る
。

委
員
長　
中
村　
晋
章

　
　

善
通
寺
市
東
部
公
民
館
本
郷

通
分
館
廃
止
後
の
建
物
の
取
り
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か
？田

中　
　
渉

　
　

本
郷
通
分
館
は
、
１
階
が
消

防
屯
所
で
、
用
地
も
消
防
本
部
の

所
管
で
あ
る
。
今
後
、
建
物
は
取

り
壊
し
て
、
消
防
屯
所
を
新
築
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
　

本
郷
通
分
館
は
、
市
の
指
定

避
難
場
所
で
あ
る
が
、
廃
止
に
際

し
て
、
関
係
部
局
に
よ
る
協
議
は

行
っ
た
の
か
？　
　

上
田　
博
之

よ
う
協
議
し
て
い
る
。

　
　

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

防
火
対
象
物
の
消
防
設
備
に
つ
い

て
、
法
令
違
反
の
内
容
を
公
表
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で

あ
る
が
、
公
表
の
手
続
き
や
方
法

は
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
？

大
西　
智
晴

　
　

立
入
検
査
を
実
施
し
、
文
書

を
通
知
し
た
日
か
ら
30
日
の
期
間

を
お
い
た
後
、
公
表
す
る
こ
と
と

し
、
公
表
の
方
法
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
公
表
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

委
員
長　
内
田　
　
等

　
　

廃
止
後
の
利
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

川
向　
　
武

　
　

市
の
施
策
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
、
ま
た
、
地
元

の
方
の
た
め
に
役
立
つ
活
用
方
法

は
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す

　
　

四
国
電
力
と
交
わ
し
た
電
力

受
給
契
約
に
よ
り
、
出
力
制
御
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
年
間
最
高
30

日
ま
で
は
売
電
を
停
止
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
　

現
時
点
で
の
太
陽
光
発
電
事

業
基
金
の
残
高
は
？ 

　
　

平
成
29
年
度
の
基
金
残
高
は
、

７
，３
５
２
万
円
余
で
あ
る
。

　
　

売
電
に
よ
る
利
益
は
市
民
に

還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
う
が
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る

防
犯
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
事
業
の

リ
ー
ス
料
お
よ
び
防
犯
灯
の
電
気

代
な
ど
の
他
に
、
計
画
し
て
い
る

も
の
は
あ
る
の
か
？

　
　

こ
の
基
金
の
使
途
は
、
市
民

の
安
心
・
安
全
に
資
す
る
事
業
な

ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
適

切
な
使
途
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

平
成
12
年
に
供
用
開
始
し
て
、

18
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
大
き
な
事
故
は
起
こ
し
て
い

な
い
。
今
後
も
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
た
い
。

　
　

介
護
認
定
審
査
会
に
か
か
る

経
費
が
、
昨
年
度
に
比
べ
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
要
介
護
認
定
率

の
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
？

　
　

要
介
護
認
定
率
の
状
況
は
、

65
歳
以
上
の
方
が
９
，８
５
４
人

お
ら
れ
、
そ
の
う
ち
１
，６
０
９

人
が
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
。
認

定
率
は
16
．６
％
で
、
県
内
で
は
、

低
い
方
か
ら
３
番
目
で
あ
る
。

　
　

昨
年
、
九
州
電
力
が
、
出
力

制
御
を
行
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
が
、
四
国
電
力
に
お
い
て
出
力

制
御
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
本
市

の
太
陽
光
発
電
施
設
で
の
対
応
は

ど
う
な
る
の
か
？

　
　

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、

本
市
に
は
整
備
さ
れ
た
ほ
じ
ょ
う

が
少
な
い
た
め
、
農
道
整
備
を
行

う
こ
と
で
、
広
い
農
地
を
確
保
し
、

専
業
農
家
や
農
業
法
人
に
も
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
？

　
　

国
・
県
な
ど
の
大
き
な
農
道

整
備
に
つ
い
て
は
地
元
で
の
話
が

ま
と
ま
り
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、

農
道
は
大
事
な
施
設
で
あ
り
、
市

単
独
の
農
道
整
備
に
つ
い
て
は
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　

空
き
店
舗
等
活
用
事
業
者
等

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
空
き
店
舗

だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を
改
装
し

て
民
泊
に
す
る
な
ど
の
利
用
を
す

れ
ば
、
空
き
家
対
策
に
も
、
事
業

の
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
？

　
　

観
光
施
策
と
し
て
空
き
家
を

利
用
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
新
規

事
業
で
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
の
中
で
、
ハ
ー
ド
事
業
と

し
て
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　

道
路
新
設
改
良
費
の
う
ち
、

各
線
改
良
事
業
に
よ
る
道
路
改
良

工
事
の
主
要
な
路
線
は
？

　
　

概
算
工
事
費
の
予
定
が
５
０
０

万
円
以
上
の
主
要
な
路
線
は
、
吉

原
中
央
１
号
線
・
生
野
原
５
号
線
・

六
条
川
添
１
号
線
で
、
交
差
点
で

離
合
が
で
き
る
よ
う
に
改
良
す
る

も
の
や
拡
幅
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

公
共
下
水
道
の
広
域
化
に
つ

い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で

検
討
が
進
ん
で
い
る
の
か
？

　
　

県
の
考
え
と
し
て
は
、
汚
水

処
理
の
手
法
つ
い
て
、
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
・
浄
化
槽
と
複
数

あ
り
、
全
県
的
な
組
織
や
事
業
の

統
合
は
困
難
で
あ
る
た
め
考
え
て

い
な
い
。
広
域
化
・
共
同
化
の
検

討
対
象
と
し
て
は
、
汚
水
処
理
場

の
統
廃
合
・
施
設
の
維
持
管
理
業

務
の
共
同

化
な
ど
に

つ
い
て
考

え
て
い
る

と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
今
後
の
他
市
町
と
の
協
議

に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、
現

在
検
討
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
？

　
　

現
在
、
処
分
場
の
施
設
を
廃

止
す
る
に
あ
た
り
、
財
産
処
分
の

承
認
に
つ
い
て
、
香
川
県
と
協
議

を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

下
水
道
区
域
と
す
る
た
め
に
関

係
す
る
事
業
計
画
へ
の
位
置
づ
け

が
必
要
と
な
る
た
め
、
平
成
31
年

度
予
算
で
事
前
調
査
費
用
を
計
上

し
て
い
る
。
今
後
、
計
画
に
基
づ

き
工
事
を
実
施
し
た
後
、
農
業
集

落
排
水
施
設
の
用
途
廃
止
を
し
て
、

下
水
道
区
域
と
し
て
供
用
開
始
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
集
落
排
水
の
設
備
も
相

応
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
時

期
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

委  

員  

会  

審  

査  

報  

告

　

平
成　

年
３
月
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
各
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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一
方
、
今
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
た
副
食
費
は
利
用
者
の
負
担

と
な
る
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

や
ひ
と
り
親
世
帯
は
、
保
育
料
減

免
の
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
、
減
免

と
な
る
。
現
在
、
保
育
所
で
集
金

し
て
い
る
延
長
保
育
料
や
雑
費
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、

本
市
の
公
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
授
業
料
の
無
償
化
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
扱
い

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
私
立
幼
稚

園
で
は
、
授
業
料
が
無
料
と
な
る
。

な
お
、
給
食
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な

ど
の
諸
費
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
必
要
と
な
る
が
、
幼

稚
園
児
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
利
用
料
は
、
幼
児
教
育

無
償
化
に
併
せ
て
、
保
護
者
の
就

労
証
明
の
提
示
を
条
件
に
、
無
料

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

お
や
つ
代
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

ご
負
担
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

無
償
化
の
費
用
に
対
す
る
国

か
ら
の
補
填
は
あ
る
の
か
？

　
　

公
立
・
私
立
と
も
に
幼
稚
園
・

保
育
所
に
お
け
る
初
年
度
の
無
償

化
分
は
、
子
育
て
支
援
臨
時
交
付

金
と
し
て
全
て
国
が
負
担
す
る
予

　
　

今
年　

月
か
ら
の
消
費
税
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
幼
児
教
育
や

保
育
の
無
償
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
あ
る
教
育
施
設
で
の

取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

　
　

本
市
に
は
公
立
・
私
立
合
わ

せ
て
、
７
園
の
保
育
所
・
保
育
事

業
所
が
あ
る
が
、
幼
児
教
育
無
償

化
に
伴
い
公
立
・
私
立
と
も
に
、

保
育
料
が
無
料
と
な
る
ほ
か
、
病

児
保
育
事
業
や
一
時
預
か
り
事
業

も
、
そ
の
利
用
料
が
無
料
と
な
る
。

定
で
、
次
年
度
か
ら
の
無
償
化
費

用
に
つ
い
て
も
、
国
は
全
額
を
交

付
税
措
置
す
る
と
し
て
い
る
。
今

回
、
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
保
育
料

の
減
収
分
よ
り
も
国
お
よ
び
県
の

施
設
運
営
給
付
費
の
総
額
が
増
え
、

市
の
負
担
は
現
在
よ
り
も
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
な
お
、
幼

稚
園
児
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
は
本
市
独
自
の
事
業
で
、

利
用
料
の
無
償
化
に
伴
う
財
源
は
、

全
て
市
の
負
担
で
あ
る
。

　

３
月
13
日
に
６
人
の
議

員
が
、
教
育
行
政
・
土
木

行
政
・
農
林
行
政
・
商
工

行
政
・
防
災
行
政
・
環
境

行
政
・
災
害
対
策
な
ど
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
一 

般 

質 

問

　
　

政
府
に
よ
る
働
き
方
改
革
が

進
め
ら
れ
る
中
、
残
念
な
が
ら
、

学
校
現
場
で
は
教
員
の
残
業
が
あ

ま
り
に
も
多
い
と
感
じ
る
。
な
ん

と
か
残
業
を
減
ら
す
よ
う
な
対
策

は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

昨
年
の
11
月
に
善
通
寺
市
立

小
中
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
時
間
外
勤
務

が
月
45
時
間
を
超
え
る
教
職
員
を

50
％
以
下
に
す
る
、
時
間
外
勤
務

が
月
80
時
間
を
超
え
る
教
職
員
を

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

だ
と
考
え
る
が
、
本
市
独
自
の
取

り
組
み
で
教
員
数
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
、
学
校
で
は
学
力
の
向

上
や
い
じ
め
問
題
の
解
消
、
さ
ら

に
は
英
語
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
教
員
の
仕
事
が
増
え
て
い
る
。

本
市
で
は
、
生
活
支
援
員
52
人
を

小
学
校
に
、
市
費
講
師
13
人
を
中

学
校
に
配
置
し
て
お
り
、
今
後
は
、

現
在
、
進
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
を
各
学
校
に
導
入
し

て 

、
地
域
の
方
々
に
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校

を
支
え
る
体
制
も
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

各
学
校
を
指
導
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
教
職
員
の
勤
務
状
況
を
正

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
教
職

員
自
身
が
タ
イ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
行
え
る
よ
う
昨
年
11
月
か
ら

出
退
勤
時
刻
記
録
シ
ス
テ
ム
を
各

小
・
中
学
校
に
設
置
し
稼
働
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
中
学
校
で
は
、
原

則
と
し
て
部
活
動
休
養
日
を
週
２

日
以
上
設
け
、
１
日
あ
た
り
の
活

動
時
間
を
２
時
間
程
度
と
す
る
な

ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
部
活
動

を
目
指
し
て
い
る
。
各
学
校
で

は
、
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、

日
々
の
学
校
生
活
や
行
事
、
校
務

分
掌
や
会
議
な
ど
を
見
直
す
こ
と

や
、
他
市
町
で
実
践
さ
れ
て
い
る

改
善
策
を
取
り
入
れ
る
な
ど
働
き

方
改
革
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、

早
期
に
留
守
番
電
話
対
応
を
稼
働

し
た
り
、
長
期
休
業
期
間
の
閉
庁

日
を
増
や
し
た
り
す
る
な
ど
、
教

員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
意
欲

と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
働
き
や
す
い
勤
務
環
境
を
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

教
員
の
負
担
軽
減
に
効
果
的

な
の
は
、
教
員
数
を
増
や
す
こ
と

　
　

教
員
の
残
業
を
減

ら
す
よ
う
な
対
策
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
働
き
や
す
い
勤
務

環
境
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。

　
　

本
市
に
お
け
る
幼

児
教
育
の
無
償
化
の
取

り
扱
い
は
？

　
　
保
育
料
は
、
公
立
・

私
立
と
も
に
無
料
と
な

る
。

●　善通寺市教育委員会の委員の任命に同意（任期４年）
　　　　　　すみ　　 の 　　こう　　 じ

　　　⻆　野　幸　治　氏（再任）

　　昭和４２年５月生まれ。明治学院大学経済学部卒業後、川鉄商事株式会社（現ＪＦＥ商事株式会社）入社。
　　平成６年３月退職。平成６年４月に株式会社いわま黒板製作所へ入社。平成１０年４月より同社代表
　　取締役に就任。平成２３年４月より善通寺市教育委員会委員。
　　現住所：生野町１０９６番地

　　　　　　いり　　 え 　　こう　　 じ

　　　入　江　孝　次　氏（新任）

　　昭和５５年１１月生まれ。詫間電波工業高等専門学校情報通信工学科３年次修了後、株式会社真鍋プ
　　ランテック入社。
　　現住所：善通寺町１５８９番地

●　善通寺市教育長の任命に同意（任期３年）
　　　　　　もり　　　　　　まさ　　 し

　　　森　　　正　司　氏（再任）
　　昭和２４年１月生まれ。広島大学教育学部卒業後、西部小学校勤務。中央小学校校長、東部小学校校
　　長を経て平成２１年３月退職。平成２１年１２月より平成２８年３月まで善通寺市教育委員会委員。平
　　成２８年４月より善通寺市教育長。
　　現住所：上吉田町３１９番地２
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内　
田　
信　
吾

教
員
の
残
業
対
策
に
つ
い
て

　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ

　
い
て

内　
田　
　
　
等



　
　

市
内
に
は
、
緊
急
車
両
の
通

行
が
困
難
な
狭
い
道
が
ま
だ
ま
だ

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
救
急
や
火

災
な
ど
の
緊
急
時
を
考
え
る
と
、

不
安
に
な
る
市
民
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
本
市
に
も
、

地
元
住
民
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、

道
路
の
改
良
を
行
う
請
願
道
路
事

業
が
あ
る
が
、
現
在
の
申
請
の
受

理
状
況
や
相
談
件
数
な
ど
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

本
市
の
市
道
の
う
ち
約
40
％

の
区
間
は
、
現
在
の
道
路
法
に
定

め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
さ
な
い
、

解
を
伺
う
。

　
　

教
員
に
よ
る
体
罰
な
ど
、
い

か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
は

許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
し
つ
け
を

言
い
訳
に
子
ど
も
に
暴
力
な
ど
の

理
不
尽
な
対
応
が
行
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
今
後
も
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織

や
県
の
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
・
子
ど
も
課
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
学
校
内
外
で
の
虐
待

防
止
の
普
及
啓
発
・
相
談
体
制
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　

農
地
付
き
の
空
き
家
を
購
入

す
る
場
合
、
就
農
が
目
的
で
は
な

く
て
も
、
農
地
法
に
よ
る
農
地
取

得
下
限
面
積
（
40
ア
ー
ル
）
な
ど

の
条
件
が
あ
る
。
こ
の
条
件
を
緩

和
す
る
こ
と
は
、
空
き
家
対
策
・

移
住
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

農
地
付
き
空
き
家
な
ど
の
農

地
の
取
得
は
、
農
地
法
の
特
例
に

よ
り
、
条
件
付
き
で
農
地
の
取
得

を
認
め
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
が
、

取
得
後
の
農
地
が
管
理
不
能
と
な

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
農

業
委
員
会
に
伺
う
と
、
現
在
の
と

こ
ろ
農
業
を
営
む
上
で
の
農
地
取

得
の
許
可
要
件
と
し
て
は
、
農
地

取
得
後
の
下
限
面
積（
40
ア
ー
ル
）

に
変
更
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

新
規
就
農
時
の
農
地
取
得
に

つ
い
て
は
、
取
得
下
限
面
積
の
緩

和
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
、

農
地
法
に
よ
る
条
件
に
比
べ
て
取

得
下
限
面
積
を
緩
和
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
く
。
近
隣
の
自

治
体
の
状
況
や
本
市
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
う
。
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い
わ
ゆ
る
未
改
良
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
区
間
に

つ
い
て
、
改
良
事
業
に
着
手
す
る

こ
と
は
、
現
実
的
に
困
難
で
あ
る

が
、
見
通
し
の
悪
い
道
路
の
改
良

な
ど
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
支
障

と
な
る
建
物
や
用
地
の
問
題
を
、

地
域
で
解
決
し
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
を
条
件
に
、
請
願
道
路
と
し

て
申
請
を
受
理
し
、
早
期
改
良
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
受
理

済
み
の
件
数
は
、
合
計
38
件
、
延

長
に
し
て
約
３
．５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
な
お
、
申
請
の
相
談

を
受
け
た
場
合
は
、
代
表
者
へ
の

説
明
後
、
地
元
調
整
が
整
っ
た
も

の
か
ら
順
次
受
け
付
け
て
お
り
、

相
談
件
数
は
年
間
お
よ
そ
20
件
弱

で
あ
る
。

　
　

現
在
、
受
理
済
み
の
請
願
道

路
の
事
業
着
手
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

受
理
済
み
の
38
件
の
う
ち
、

着
手
し
て
い
る
も
の
が
15
件
、
未

着
手
が
23
件
で
あ
る
。
な
お
、
38

件
の
改
良
に
要
す
る
総
事
業
費
は
、

概
算
で
４
億
４
千
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
年
間
約
５
千
万
円
の
予

算
で
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

の
幼
稚
園
に
対
す
る
指
摘
な
ど

は
な
か
っ
た
が
、
県
へ
の
提
言
の

中
で
、
教
員
・
保
育
士
な
ど
へ
の

研
修
を
通
し
て
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
向
け
て
の
環
境
を
整
備
し
、

連
携
を
強
化
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
６
月
定
例
会
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
見
抜
く

力
を
養
う
た
め
、
文
部
科
学
省
が

編
集
し
て
い
る
『
児
童
虐
待
防
止

と
学
校
』
と
い
う
教
材
を
活
用
し
、

各
幼
稚
園
、
各
学
校
で
定
期
的
に

研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
新
年
度

に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
１
人
増
員
し
て
体
制
を
整

備
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
虐

待
が
疑
わ
れ
る
事
案
は
、
香
川
県

西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
に
速

や
か
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
課
や
警
察
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

　
　

児
童
・
幼
児
の
虐
待
問
題
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
家
庭
内
の
し

つ
け
の
問
題
も
含
め
、
保
護
者
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
・
地
域
住
民
な
ど
が

認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
当
局
の
見

　
　

昨
年
、
本
市
に
関
係
す
る
児

童
虐
待
事
案
が
発
生
し
た
。
昨
年

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
際
に

は
、
県
が
設
置
し
た
第
三
者
委
員

会
の
検
証
結
果
を
待
ち
、
責
任
の

所
在
や
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
第
三
者

委
員
会
の
検
証
結
果
も
含
め
、
そ

の
後
の
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

県
が
設
置
し
た
第
三
者
委
員

会
で
あ
る
香
川
県
児
童
虐
待
死
亡

事
例
等
検
証
委
員
会
が
昨
年
11
月

に
出
し
た
検
証
報
告
で
は
、
本
市

設
計
条
件
が
厳
し
い
場
合
や
耕
作

時
期
な
ど
を
避
け
て
工
事
を
行
う

必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
も
多
く
あ

る
。
現
在
の
職
員
体
制
や
予
算
の

中
で
、
設
計
や
工
事
管
理
に
も
最

大
限
取
り
組
ん
で
お
り
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、
未
改
良
区
間
は

解
消
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
着
実

に
、
道
路
改
良
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●　人権擁護委員の推薦に同意（任期３年）
　　　　　　 し　　　わ　　 こう　　 じ

　　　紫　和　浩　二　氏（新任）
　　昭和２７年３月生まれ。香川大学教育学部卒業後、観音寺市立観音寺南小学校勤務。丸亀市立広島中
　　学校長、丸亀市立城南小学校長を経て平成２４年退職。平成２５年４月より保護司。平成２６年４月
　　より一般社団法人仲善教育会理事。
　　現住所：与北町２７７番地１

●　善通寺市固定資産評価審査委員会の委員の選任に同意（任期３年）
　　　　　　 お 　　やま　　　　　 きよし

　　　小　山　　　潔　氏（再任）

　　昭和２２年８月生まれ。香川県立多度津工業高等学校卒業後、香川県庁勤務。土木部観音寺土木事務
　　所建設第２課長、土木部技術企画課工事検査室専門検査員などを歴任し、平成１８年３月退職。同年
　　４月より自営業。平成２２年４月から善通寺市固定資産評価審査委員会委員。
　　現住所：中村町１２４９番地

　　　　　　やま　　した　　あき　　 こ

　　　山　下　明　子　氏（再任）

　　昭和３７年１月生まれ。実践女子短期大学家政科卒業後、有限会社魚七に勤務。平成１４年８月から
　　平成２２年６月まで善通寺市総合計画審議会委員を務め、平成２５年６月から善通寺市固定資産評価
　　審査委員会委員。
　　現住所：上吉田町二丁目５番２６号

　
　

請
願
道
路
事
業
の

実
施
状
況
は
？

　
　
今
後
も
着
実
に
、

道
路
改
良
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　

新
規
就
農
時
の
農

地
取
得
の
下
限
面
積
を

緩
和
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
慎
重
に
関
係
機
関

と
協
議
を
し
た
い
。

　
　

児
童
虐
待
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
？

　
　
教
職
員
の
研
修
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

金　
崎　
大　
和

　
農
家
の
空
き
家
対
策
に
つ

　
い
て

　
生
活
に
密
着
し
た
市
道
の

　
改
良
に
つ
い
て宮　

武　
昌　
史

　
児
童
虐
待
に
対
す
る
本
市

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大　
西　
智　
晴



　
　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
く
本
市
の
農
地
取
得
の
設

定
面
積
は
農
地
法
に
よ
る
農
地
取

得
下
限
面
積
と
同
じ
40
ア
ー
ル
で

あ
る
。
ま
た
近
隣
自
治
体
で
は
、

丸
亀
市
に
は
農
地
取
得
面
積
の
設

定
は
な
い
が
、
多
度
津
町
・
琴
平

町
・
ま
ん
の
う
町
は
本
市
と
同
様

で
あ
る
。
ま
た
県
内
８
市
に
お
い

て
農
地
法
の
下
限
面
積
よ
り
下

回
っ
て
設
定
し
て
い
る
の
は
、
丸

亀
市
を
始
め
、
高
松
市
・
観
音
寺

市
・
東
か
が
わ
市
・
三
豊
市
の
５

市
で
あ
る
。
こ
の
促
進
法
に
基
づ

く
利
用
権
設
定
に
よ
っ
て
農
地
取

得
面
積
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
新

た
な
担
い
手
確
保
に
お
い
て
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
効
率

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
が
で
き

る
か
見
極
め
、
関
係
機
関
と
慎
重

に
協
議
を
し
た
い
。

　
　

空
き
家
対
策
・
移
住
促
進
の

た
め
に
農
家
民
泊
な
ど
を
取
り
入

れ
た
施
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

農
業
体
験
な
ど
が
で
き
る
農

家
民
泊
の
開
設
に
は
、
農
地
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
農
家
の
空
き

家
対
策
・
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

26広報 ぜんつうじ 2019.527 広報 ぜんつうじ2019.5

移
住
促
進
や
観
光
・
産
業
振
興
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
対
処
し
て
い
き

た
い
。

　
　

今
年
度
開
催
し
た
子
ど
も
食

堂
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催

場
所
お
よ
び
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ

の
人
数
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
無
料
の
お
試
し

子
ど
も
カ
フ
ェ
を
昨
年
12
月
、
本

年
１
月
、
２
月
の
計
３
回
実
施
し

た
。
１
回
目
は
子
ど
も
・
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
２
回
目
は
吉
原
公

民
館
、
３
回
目
は
中
央
公
民
館
で
、

土
曜
日
の
午
後
に
２
時
間
程
度
開

催
し
、
参
加
人
数
は
、
保
護
者
を

含
め
て
、
１
回
目
72
人
、
２
回
目

66
人
、
３
回
目
97
人
、
ス
タ
ッ
フ

は
子
ど
も
課
職
員
を
除
き
、
主
任

児
童
委
員
・
四
国
学
院
大
学
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
１
回
目

19
人
、
２
回
目
14
人
、
３
回
目
18

人
で
あ
っ
た
。

　
　

今
後
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

実
施
団
体
の
定
義
や
募
集
方
法
・

参
加
者
の
募
集
方
法
や
参
加
料
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

新
年
度
の
子
ど
も
居
場
所
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

食
堂
に
興
味
の
あ
る
団
体
に
、
公

民
館
な
ど
を
活
用
し
て
積
極
的
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
新
た
に
子
ど
も
居
場

所
づ
く
り
事
業
補
助
金
を
設
け
る

予
定
で
あ
る
。
実
施
団
体
の
要
件

と
し
て
、
食
事
の
提
供
お
よ
び
学

習
支
援
を
月
１
回
以
上
継
続
し
て

実
施
で
き
る
こ
と
や
、
１
回
10
食

以
上
の
食
事
を
提
供
で
き
る
こ
と

な
ど
を
考
え
て
お
り
、
募
集
に
つ

い
て
は
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
。
参
加

者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
実
施
団

体
に
お
い
て
募
集
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
が
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
広
く
周
知
し
た
い
。

な
お
、
参
加
料
に
つ
い
て
は
、
市

で
設
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、
実

施
団
体
を
募
集
す
る
際
に
、
多
く

の
子
ど
も
が
利
用
し
や
す
い
安
価

な
参
加
料
と
な
る
よ
う
協
議
し
た

い
。

　
　

来
年
度
は
何
か
所
で
の
実
施

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
実

施
団
体
や
実
施
場
所
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
事
業
を
継
続
し

て
実
施
す
る
に
は
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
も
多
い
と
認
識
し
て
お
り
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　１月２６日に、本市を元気なまちにするためのご意見を伺い、今後の施策の参考とす
るため、市内で事業を経営されている方々と議員の意見交換会を開催しました。その際
に、いただいたご意見、ご提言などについて、市長に要望書を提出しました。

　１． インバウンド対応（一時滞在施策等）への支援の充実。
　２． 瀬戸内国際芸術祭に関連した施策の充実。
　３． 市内の中小規模の既存事業者への支援事業の検討。
　４． 企業誘致等による雇用の創出。

要望書を提出しました

内容の詳細は、市ホームページの市議会会議録に掲載します。

そ　　の　　他　　の　　質　　問

内　田　信　吾
○店舗改装リフォーム助成制度の創設について
○災害に強いまちづくりについて
○地域コミュニティによる防災対策について
○救援物資の現状について
○仮設住宅や用地、テント等の現状について
○防災行政無線の効果について
○善通寺五岳の里市民集いの丘公園の集客増への
　取り組みについて
○ふれあい公園計画について
○ドッグランなどの計画について

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長 　

大 

平　

達 

城

副
委
員
長 　

大 

西 

富
士
子

委　
　

員 　

内 

田　

信 

吾

委　
　

員 　

内 

田　
　

 

等

委　
　

員 　

寿 

賀 

崎　

久

委　
　

員 　

中 

村　

晋 

章

委　
　

員 　

金 

崎　

大 

和

委　
　

員 　

川 

向　
　

 

武

委　
　

員 　

竹 

森　

千 

津

委　
　

員 　

安 

井　

一 

博

委　
　

員 　

宮 

武　

昌 

史

大　西　智　晴
○市民バス「空海号」の今後について
○総合会館の利活用計画について
○本市職員の労働実態について

宮　武　昌　史
○ごみの持ち込みについて

竹　森　千　津
○公立小学校、中学校の制服の選択制について
○使用済み紙おむつのリサイクルについて
○備品の登録手続きと廃棄手続きについて

　
　

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
の
実
施
方

法
は
？

　
　
新
た
に
補
助
金
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
子
ど
も
食
堂
の
今
後
の
運

　
営
に
つ
い
て竹　

森　
千　
津
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 2番　宮武　昌史
 3番　安井　一博
 5番　川向　　武
 6番　竹森　千津
 7番　中村　晋章
 8番　大西　智晴
 9番　金崎　大和
10番　寿賀崎　久
11番　大西富士子
12番　田中　　渉
13番　内田　　等
15番　林野　忠弘
16番　氏家　寿士
17番　内田　信吾
18番　上田　博之

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
下
水
道
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
農
業
集
落
排
水
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
保
険
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
予
算
（
第
１
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
後
期
高
齢
者
医
療
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
太
陽
光
発
電
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
一
般
会
計
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
下
水
道
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
農
業
集
落
排
水
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
保
険
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
予
算

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　×　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○

議　
案　
名

議席番号

結　
果

平
成
31
年
３
月
定
例
会
本
会
議
の
審
議
結
果

市　　長　　提　　出　　議　　案○
は
賛
成　

×
は
反
対　

－
は
継
続
審
査
も
し
く
は
採
決
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
（
欠
席
を
含
む
）

＊
議
長
（
１
番 

大
平　

達
城
）
は
、
可
否
同
数
の
場
合
の
み
表
決
権
が
あ
る
の
で
、
右
表
の
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

採
決
に
つ
い
て
は
、
簡
易
表
決
・
起
立
表
決
で
行
い
、
ま
た
賛
否
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
目
視
で
確
認
し
た
も
の
で
す
。

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

議
案
第
29
号

○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○
○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○

市　　長　　提　　出　　議　　案
議　
案　
名

結　
果

 2番
 3番
 5番
 6番
 7番
 8番
 9番
10番
11番
12番
13番
15番
16番
17番
18番

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
後
期
高
齢
者
医
療
予
算

平
成
31
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
太
陽
光
発
電
予
算

善
通
寺
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
地
区
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

善
通
寺
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

善
通
寺
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

善
通
寺
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
、
運
営
等
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て



■企画展
　・お花の妖精を見つけよう！…妖精に変身した子どもたちによる
　　　　　　　　　　　　　　　 フェアリーショー
　・しろとり動物園から移動動物園がやってくる

■a→g art to garden 

■フラワーギャラリー 
　・フラワーディスプレイ
　・コンテナガーデン部門
　・ハンギングバスケット部門
　・アレンジメント部門

■キッズガーデン

■体験教室
　◆随時受付
　　ハンギングバスケット、押し花、竹細工、たねだんご作り
　◆事前受付
　　楽しい寄せ植え教室　11時30分～

■健康相談（無料）
　18日（土）９時30分～14時30分

■ガーデンショップ
　植木、草花、ガーデングッズなどの販売

善通寺フラワー ＆ガーデンフェスタ2019

11

319

会　場
市民集いの丘公園

琴平↓

多度津↑

→
高
松

←
松
山

善通寺駅

金蔵寺駅

ホ
テ
ル
●

   ●
四国学院大

市営野球場●

吉原公民館●

吉原保育所●

〒

陸自駐屯地
 ●　　●

善通寺 卍

善通寺
I.C.

高松自動車道

吉原小学校
シャトルバス停駐車場

市 役 所
シャトルバス停駐車場

P

P

●

問い合わせ

場　　　所

主　　　催

日　　　時 5月18日　・19日 
９時～16時
＊イベントのある２日間は16時30分に閉園します。
　（夜間開園なし）
＊雨天決行

「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉原町918－1）

「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
　　　　　　　　　　　　　　☎63－8753

善通寺フラワー＆ガーデンフェスタ実行委員会

土 日

四国こどもと
おとなの
医療センター

■シャトルバス運行（８時45分から運行開始）
　①系統（市役所⇔会場）所要時間約15分
　②系統（吉原小⇔会場）所要時間約 5分

　５月恒例のイベントであ
る、花と緑の祭典『善通寺
フラワー＆ガーデンフェス
タ2019』を開催します。
　会場では、フラワーギャ
ラリーやガーデニングショ
ップなど、色とりどりの花
たちが目を楽しませてくれ
ます。また、各種体験教室
やグルメコーナーなど、子
どもからお年寄りまで、ど
なたでも楽しめるさまざま
な企画や催しを行っていま
す。花と緑にふれて、感じ
て、思いっきり遊ぶ２日間。
ぜひお越しください。

＊会場周辺は、混雑が予想されるため、シャトルバスを運行
　しています。運行間隔については、当日バス停でご確認
　ください。

開　催　内　容

フードコート

物 販 等

企  画  展

トイレトイレ

スタンプラリー受付スタンプラリー受付

KIDS GARDEN

FO
OD

ZOO

GARDE N SH OP

企画
展

入口（受付）

ゴール

トイレトイレ WORKSHOP

FLOWER
GALLERY

（身障者専用）

P

お花の苗
プレゼント

art to garden

■企画展
　・お花の妖精を見つけよう！…妖精に変身した子どもたちによる
　　　　　　　　　　　　　　　 フェアリーショー
　・しろとり動物園から移動動物園がやってくる

■a→g art to garden 

■フラワーギャラリー 
　・フラワーディスプレイ
　・コンテナガーデン部門
　・ハンギングバスケット部門
　・アレンジメント部門

■キッズガーデン

■体験教室
　◆随時受付
　　ハンギングバスケット、押し花、竹細工、たねだんご作り
　◆事前受付
　　楽しい寄せ植え教室　11時30分～

■健康相談（無料）
　18日（土）９時30分～14時30分

■ガーデンショップ
　植木、草花、ガーデングッズなどの販売

善通寺フラワー ＆ガーデンフェスタ2019
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会　場
市民集いの丘公園

琴平↓

多度津↑

→
高
松

←
松
山

善通寺駅

金蔵寺駅

ホ
テ
ル
●

   ●
四国学院大

市営野球場●

吉原公民館●

吉原保育所●

〒

陸自駐屯地
 ●　　●

善通寺 卍

善通寺
I.C.

高松自動車道

吉原小学校
シャトルバス停駐車場

市 役 所
シャトルバス停駐車場

P

P

●

問い合わせ

場　　　所

主　　　催

日　　　時 5月18日　・19日 
９時～16時
＊イベントのある２日間は16時30分に閉園します。
　（夜間開園なし）
＊雨天決行

「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉原町918－1）

「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
　　　　　　　　　　　　　　☎63－8753

善通寺フラワー＆ガーデンフェスタ実行委員会

土 日

四国こどもと
おとなの
医療センター

■シャトルバス運行（８時45分から運行開始）
　①系統（市役所⇔会場）所要時間約15分
　②系統（吉原小⇔会場）所要時間約 5分

　５月恒例のイベントであ
る、花と緑の祭典『善通寺
フラワー＆ガーデンフェス
タ2019』を開催します。
　会場では、フラワーギャ
ラリーやガーデニングショ
ップなど、色とりどりの花
たちが目を楽しませてくれ
ます。また、各種体験教室
やグルメコーナーなど、子
どもからお年寄りまで、ど
なたでも楽しめるさまざま
な企画や催しを行っていま
す。花と緑にふれて、感じ
て、思いっきり遊ぶ２日間。
ぜひお越しください。

＊会場周辺は、混雑が予想されるため、シャトルバスを運行
　しています。運行間隔については、当日バス停でご確認
　ください。

開　催　内　容

フードコート

物 販 等

企  画  展

トイレトイレ

スタンプラリー受付スタンプラリー受付

KIDS GARDEN

FO
OD

ZOO

GARDE N SH OP

企画
展

入口（受付）

ゴール

トイレトイレ WORKSHOP

FLOWER
GALLERY

（身障者専用）

P

お花の苗
プレゼント

art to garden
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２月27日　　旧善通寺偕行社

善通寺市
いじめ防止対策研修会

香川大学大学院教育学研究科

の金綱知征准教授を講師に招き
『「いじめ」問題を多面的・多角
的に考える』と題して講演会を
開催。市内の幼稚園、小・中学
校の教職員約160人が参加。

２月23日　　総本山善通寺、善通寺五岳山一帯
　　　　　　　　　第２回 善通寺五岳山空海トレイル2019

　五岳山を舞台にトレイルランニング（＊）レースを開催。全国
　から約250人の体力自慢たちが参加し、難関コースに挑戦。
　五岳山を縦走する周回コース（１周15km）で、シングルク
　ラス（15km）と２周するダブルクラス（30km）、３周する
　トリプルクラス（45km）の３部門で実施。
　＊トレイルランニングとは、未舗装の山道や森の中を走るア
　　ウトドアスポーツのこと。

２月23日　 ・24日　　総本山善通寺　大会陽

　春の訪れを告げる大会陽。『大宝木』の公開展示や税金クイズ、
　鏡餅を運んだ距離を競い合う『力餅競技』を実施。赤門筋商
　店街での『尽誠学園マーチングとゆるキャラ大行進』には、県
　内から集まった18体のゆるキャラが参加。最後に１年間の無
　病息災を祈願し、五重塔から約１万２千本の稲穂と餅を投げ
　る『稲穂投げ』で締めくくり。

３月１日　　南部幼稚園
　　　　　　　　　　　おじいさん、おばあさんとのつどい

　おじいさん、おばあさんを招待して、園児たちが歌や合奏な
　どを披露。一緒に手遊びをして触れ合った後は、園児たちか
　ら肩たたきのプレゼント。

３月３日　　筆ノ山、我拝師山付近
　　　　　　　　　春季火災予防運動に伴う消防団総合訓練

　山林での大規模火災を想定し、麓から山の中腹までホースを
　つなぎ、放水する訓練を実施。243人の消防団員が参加。

３月５日　　善通寺第一高等学校　卒業証書授与式

　卒業証書授与式を挙行。普通科・デザイン科合わせて224人
　が卒業。思い出を胸に新たな道へ。

３月10日　　西部小　西部地区防災訓練

　地域の防災意識を高めるため、西部地区自主防災会・自治会
　による防災訓練を実施。西部小の児童や地域住民約200人が
　参加。

３月11日　　消防本部　宮武利幸消防団長が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別功労章を受章

　（公財）日本消防協会から永年の功績をたたえられ、宮武利幸消
　防団長（兼ねて香川県消防協会会長）が特別功労章を受章。

３月15日　　西中　卒業証書授与式

　東・西中学校で卒業証書授与式を挙行。東中学校144人、西
　中学校89人が卒業。（写真は西中）

２月23日～３月15日

レンズのさんぽ

日

日

日

金

金

水

月

かねつなともゆき

みやたけとしゆき
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　　　　　　かわ た　としひさ

　　　河田 敏寿さん　　　47.2m

　　　　　　かわみなみ

　　　川南 ちひろさん　150.7m

女性の部（60kg）

男性の部（150kg）

『力餅競技』の結果

優勝

優勝

土

土

火



■香川県立丸亀病院
公開講座

　５月30日（木）
　15時30分～17時
　香川県立丸亀病院 大ホール
　発達障害について
　の公開講座を行い
　ます。
　繪内 利啓先生
　（えないメンタル
　 クリニック 院長）

　120人
　無料
　５月23日（木）
　予約が必要です。電話またはFAX、
　メールのいずれかの方法でお申
　し込みください。
　香川県立丸亀病院事務局公開
　講座担当　　　☎２２−２１３１

FAX２２−７８０４
marugamebyoin@pref.kagawa.lg.jp

■番の州公園のイベント
（２つ）

　坂出緩衝緑地 管理事務所
☎４５−６８２０

FAX４３−５２１３
info@bannosu5.com

◆第６回 番の州公園 バラ祭
フレンチローズやスタンダード
ローズなど毎年種類を増やして今
では160種210本のバラが開花の
時期を迎えています。
　５月10日（金）～12日（日）
　10時～15時
　番の州公園
　・坂出ブランド品販売
　・バラ苗、肥料販売
　・オープンセミナー
　　『バラの手入れ方法』（無料）
　　10日（金）～12（日）
　　①11時～　②13時30分～
　・お茶会　12日（日）
　　10時～15時
　無料（お茶会のみ300円）

◆まんのうっ子の
こいのぼり流し

　４月27日（土）～５月26日（日）
　満濃池森林公園 第１・２運動広場
　無料

■風のロンド
（参加型コンサート）

　５月19日（日）
　開場９時30分　開演 10時
　旧善通寺偕行社
　フルート、ピアノ、チェロ、エ
　レクトーンによる演奏会です。
　無料（ケーキセット券 1,000円
　＊要予約）
　川原 ☎０９０−４３３４−１８７６
　大平 ☎０９０−２８２８−８２３６

■第14回金蔵寺こどもまつり
『金倉寺春市』に合わせ『金蔵寺
こどもまつり』を開催します。
　５月11日（土）・12日（日）
　９時30分～16時
　金倉寺境内
　・香川県警察音楽隊
　・丸亀警察署 交通安全教室
　・尽誠学園（吹奏楽部、応援部、
　　太鼓部）
　・香川短大ダンスパフォーマンス
　・藤井学園 響舞連
　・白バイ、パトカー展示
　・消防車展示
　・防災教室
　・劇団アロハ12による劇
　・『クラフト教室』
　・健康チェックコーナー
　・歯の相談コーナー
　無料
　金蔵寺こどもまつり実行委員会

☎０８０−３７９５−５７１５

■がんサロン
　５月16日（木）
　14 時～15時30分
　香川労災病院２階 情報コーナー
　みんなで話そう！ 人生会議
　どなたでも参加できます。
　無料
　香川労災病院総務課

☎２３−３１１１

■満濃池森林公園のイベント
（２つ）

　香川県満濃池森林公園 管理事
　務所　　　　　☎５７−６５２０
◆春の野鳥観察会
　５月18日（土）９時～12時
　満濃池森林公園 森林の館
　新緑の中を元気に飛び交う野鳥
　たちを、日本野鳥
　の会香川県支部の
　専門家と一緒に観
　察します。
　無料

◆『農薬の使用方法』
　５月26日（日）
　９時30分～11時45分
　番の州公園 管理事務所
　園芸シーズンの到来に備え、殺
　虫剤・殺菌剤の正しい使用方法
　について、樹木医（専門家）か
　ら学べるセミナーです。終了後、
　園芸相談会も開催します。
　西山 聡樹木医（NPOかみは）
　先着20人
　500円
　郵便またはFAX、メールでお申
　し込みください。（電話申し込
　みは不可）住所、氏名、年齢、
　性別、電話番号、質問事項を記
　入してください。

日時　　内容　　対象　　　人数　　　持参物等　　申し込み　　その他
場所　　講師　　資格等　　料金等　　期限等　　　問い合わせ

省略
記号
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楽
し
み
な
が
ら
継
続
的
に
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
県
全
体
で
取
り
組
む
、
か
が
わ
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
『
マ
イ
チ
ャ
レ
か
が
わ
！
』
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
４
月
１
日（
月
）～
翌
年
３
月　
日（
火
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
な
ど
の
目
標
『
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
マ
イ
チ
ャ

レ
）』
の
達
成
、
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
の
受
診
、
献
血
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
参
加
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
、
一
定
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
数
を
獲
得
し
た
方

が
『
マ
イ
チ
ャ
レ
カ
ー
ド
』
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
提
示
す
る
と
県
内
の
協
力
店
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
賞
品
が
当
た
る
抽
選
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
市

で
も
独
自
の
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
以
上

　
『
記
録
シ
ー
ト（
紙
）』
ま
た
は
『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
』を
用
い
て
、健
康
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
ま
す
。『
記
録
シ
ー

ト（
紙
）』
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
参

加
さ
れ
る
方
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

＊
保
健
課
で
は
、
記
録
シ
ー
ト
（
紙
）
の
確
認
や
マ
イ

　
　

チ
ャ
レ
カ
ー
ド
の
配
布
、
抽
選
会
応
募
は
が
き
の
配

　
　

布
等
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
記
録
シ
ー
ト
で
参
加
さ

　
　

れ
る
方
は
、
保
健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
届
け
出
を

　

農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
焼
畑
な
ど
へ
の

火
入
れ
行
為
を
行
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
内
の
森
林
ま
た
は
森
林
の

周
囲
１
㎞
の
範
囲
の
農
地
に
お
い
て
火
入
れ
行
為
を
行
う
際
に
は
、
条
例
に
よ
り
一
週

間
前
ま
で
に
、
火
入
れ
許
可
申
請
を
農
林
課
へ
提
出
し
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
火
入
れ
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
火
が
燃
え
て
い
る
う
ち
は
責
任
者
が
現
場
で
監
視
し
、
万
が
一
延
焼
し
た
場
合

に
備
え
て
消
火
器
や
水
な
ど
を
準
備
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
風
の
強
い

日
の
火
入
れ
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
外
来
生
物
『
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
』
の
防
除
を
お
願
い
し
ま
す

　

鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
、
市
内
の
道
路
や
河
川
敷
な

ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
に
似
た
き
れ
い
な
花
で
す
が
、
そ
の
強
靱
な
繁
殖

力
の
た
め
、
在
来
の
植
物
を
駆
逐
す
る
な
ど
日
本
固
有
の
自
然
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

発
見
し
た
ら
『
根
ご
と
抜
き
取
る
』『
刈
り
取
る
』

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
個
体
に
毒
が
含
ま

れ
て
い
て
危
険
で
あ
る
な
ど
の
報
告
は
現
在
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
植
え
た
り

種
子
を
ま
い
た
り
す
る
行
為
は
、
外
来
生
物
法
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
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０
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０
８

対
象
者

実
施
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間

参
加
方
法

内　
　
容

Androidの方 iPhoneの方

イベント ほか（つづき）
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■2019年工業統計調査
を実施します

６月１日時点で製造業を営む事業
所を対象として実施します。統計
法に基づく報告義務がある政府の
重要な統計調査で
す。５月から６月
にかけて調査員が
お伺いします。調
査票にご記入いた
だいた内容は、統
計作成の目的以外

（税の資料など）に
使用することは絶
対にありません。
調査の趣旨・必要
性をご理解いただ
き、ご回答をお願
いします。
　総務課　　　　☎６３−６３０２

■『エシカル消費』とは？
誰にでもできる社会への貢献です。
例えば、地産地消によって地域を
活性化する。被災地の産品を購入
し、経済復興を応援する。環境に
配慮したエコ商品を選ぶなど。『消
費』という行動は、食べることや
使うこと、買い物など、私たちの
毎日の生活そのものです。世界が
抱えている問題を解決に導く一端
を担うことができます。意識しな
がら消費を考えてみませんか。
　商工観光課　　☎６３−６３１５

■住宅に関するご相談に
建築士がお応えします

　毎月第２・４金曜日
　13時30分～16時20分
　＊相談時間は50分です。
　香川県社会福祉総合センター
　１階
　住宅の新築、増改築、バリアフ
　リー改修、耐震改修などに際し、
　工事や設計について専門家に相
　談できます。
　毎回３組（先着順）
　無料
　香川県土木部住宅課

☎０８７−８３２−３５８４

■市民農園
利用を随時受け付けしています。
農園面積は１区画16㎡です。

　上吉田町七丁目８番２号
　農園管理者 市崎 恒昭
　年間 2,000円（１区画）
　募集区画数は５区画です。農園
　管理者または農林課までお申し
　込みください。
　農園管理者 市崎

☎６２−９６４３
　農林課　　　　☎６３−６３１６
■剣道体験会へどうぞ
剣道は日本古来の武道です。技術
はもちろん、礼儀作法を学び、心
と体を鍛えることができます。ぜ
ひ一度、のぞいてみてください。
　５月６日（祝）・８日（水）・10日（金）
　（計３回）19時～20時
　東部小学校 体育館
　幼稚園児・小学生
　無料（申し込み不要）
　運動のできる服装で。
　竹刀はお貸しします。
　五岳剣道スポーツ少年団

前川　☎６２−１９８８
■初心者ソフトテニス教室
　５月18日（土）～６月16日（日）
　の間の（土）・（日）９時～12時
　市営テニス場

■エコライフ講座
　５月29日（水）・30日（木）
　13時～15時
　＊２日間で作ります。
　未来クルパーク21 プラザ棟
　（布工房）
　アジサイの花飾り
　10人
　＊申込者が多数の場合は抽選し、
　　決定者のみに連絡します。
　裁縫道具
　５月14日（火）
　環境課　　　　☎６３−２８０８

■良田郷の湧水めぐり
　５月12日（日）9時～12時
　ＪＲ善通寺駅
　明治・大正時代の建物を見なが
　らのまちあるき、こんぴら街道
　とへんろ道を歩いて、干ばつの
　ときにも枯れることなく良田郷
　の人たちの生活を支えてきた湧
　水めぐり、大正から昭和の初め
　にかけて活気のある派手な町で
　あった金蔵寺界隈と智証大師の
　新羅神社と金倉寺を案内します。
　10人　　600円
　観光交流センター

☎６４−１２５０
　いなおき会　　☎６２−５５０１

　市内の小学生
　無料
　ラケット、テニスシューズ、タ
　オル、水筒、動きやすい服装
　５月10日（金）
　生涯学習課　　☎６３−６３２８

■シルバー会員の入会説明会
　５月15日（水）13時30分〜
　仲善広域シルバー人材センター
　（善通寺市ワークプラザ２階）
　昭和35年３月31日以前生まれ
　あり。事前にご連絡ください。
　（公社）仲善広域シルバー人材セ
　ンター　　　　☎６３−１３６６

■お寺でお灸
　［自律神経を整えるセルフお灸］

　５月21日（火）
　10時〜11時30分
　金倉寺 お茶堂
　『お灸』を用いたセルフケア方
　法を鍼灸師がお伝えします。お
　灸について学んだ後は、個々の
　お悩みにお答えする時間もあり
　ます。
　男女年齢問わずどなたでも
　先着10人
　1,000円（駐車場代として別途
　200円が必要）
　肘下、膝下の出やすい服装でお
　越しください。
　当日申し込みもできます。
　松本 武司

☎０９０−６８８３−９６７１

mini
お 知 ら せ

日時　　内容　　対象　　　人数　　　持参物等　　申し込み　　その他
場所　　講師　　資格等　　料金等　　期限等　　　問い合わせ

省略
記号

募  集  し ま す

25日（土）15時～　フラワーアレンジメント教室

お  知  ら  せ

12日（日）19時～21時　定期観望会（無料）

　　　　　　　　　　　月（月齢７）・火星

星空観測室

 ☎ 62−7400
金蔵寺町３９８−６

９時～21時30分／  　　　年末年始

市民体育館
休館日

☎ 62−4924
文京町二丁目１−３

10時～18時／  　　　年末年始・月曜日・祝日

市美術館
休館日

 ☎ 62−7001
文京町三丁目３−１

９時～22時／  　　　年末年始

市民会館
休館日

☎ 64−0012
上吉田町二丁目１−９

９時～17時30分／  　　　年末年始
売店営業時間：９時〜17時

おしゃべり広場
休館日

☎ 56−5355
与北町２０５５−１

８時30分～ 22時／  　　　年末年始

鉢伏ふれあい公園
休園日

施 設 情 報

４月24日（水）～５月12日（日）第18回 善通寺市民美術展（第一期展）
　市民が制作した洋画・日本画・水墨画・墨彩画・写真等を展示。
　＊４月30日（祝）〜５月３日（祝）は休館

５月22日（水）～６月１日（土）第18回 善通寺市民美術展（第二期展）
　市民が制作した押し花、ちぎり絵、絵手紙、工芸等を展示。
　＊５月27日（月）は休館

月

ホール
12日（日）12時30分～　東部公民館まつり芸能発表会
17日（金）10時～　　　 市老人クラブ連合会総会
18日（土）10時～　　　 市連合自治会総会
22日（水）10時～　　　 市環境推進連合会総会
28日（火） 9時30分～　健康推進員連合会・食生活改善推進協議会
30日（木）13時30分～　仲善広域シルバー人材センター定時総会

5

１日（祝）〜３日（祝）　市民会館内整備（壁塗り等）のため、全館休館とな
　　　　　　　　　　ります。駐車場についても整備のため、使用できま
　　　　　　　　　　せん。
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まちあるきまちあるき
工業統計
キャラクター

『コウちゃん』

『ゆめ楽農支援塾』受講生を募集します （公財）善通寺市農地管理公社　☎63−6344

６月～翌年５月
野菜づくりに興味のある方
30人
◆基礎講座　平日の夜間（月１回程度）
　野菜づくりの基礎を学習します。
◆実践講座　土日・祝日など（月１～２回程度）
　農地管理公社の実習田で、レタス、玉ねぎ、
　ブロッコリー、黒大豆などの栽培技術を習得します。
４，０００円（年間１人あたり）
申込用紙に記入のうえ、５月31日（金）までに右記ま
で提出してください。（FAX可）
＊申込用紙は、農地管理公社、市内の各公民館とＪＡ
　香川県の市内の各支店・出張所にあります。

〒765−0011
善通寺市上吉田町556番地3

（四国電力㈱善通寺営業所跡地）

（公財）善通寺市農地管理公社
FAX 63−6356

申し込み

期　　間
対 象 者

研修方法

受 講 料

募集人数

上吉田市民農園

　2日（祝）〜４日（祝）第42回 香川県ジュニアバスケットボール大会
　5日（祝）第37回 香川県ソフトバレーボール大会兼全国・中国・四国
　　　　　大会予選
　6日（祝）春のマーチング講習会
15日（水）ナイスハートふれあいのスポーツ広場善通寺大会
18日（土）・19日（日）第19回 全国障害者スポーツ大会 
　　　　　　　　　　　　　　バレーボール競技中四国ブロック予選会
26日（日）市ソフトバレーボール協会 第33回 設立記念大会
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◆香川いのちの電話
　（年中無休・24時間）
　☎087－833－7830
　FAX相談 087－861－4343
◆自殺予防いのちの電話
　（毎月10日 ８時～翌朝８時）
　☎0120－783－556（通話無料） 55

の
くらし

の
くらし
5

の
くらし

花
五岳の里

5月の

相談日
（祝日・年末年始を除く）

＊普通徴収（納付書・口座振替での納付）の場合の納期です。
＊納期限はその月の末日です。納期限が土・日・祝日の場合（★印）は、
　これらの日の翌日となります。（12月末の納期限は12月27日（金））

 2月
4期

8期

 3月 1月

4期

6期

6期

7期

12月
3期

5期

5期

6期

11月

4期

4期

5期

10月

3期

3期

3期

4期

 9月

2期

2期

3期

 8月

2期

2期

 7月
2期

1期

1期

1期

 6月

1期

 5月

全期

 4月
1期固定資産税・都市計画税

軽自動車税

市 県 民 税

国民健康保険税

介護保険料（65歳以上）

後期高齢者医療保険料

市立図書館（市民会館３階）
☎ 63−5188　文京町三丁目３−１

 開館時間　9時～18時

 休 館 日　市民会館内整備：4月29日（祝）〜5月3日（祝）
　　　　　図書整理日：5月31日（金）

税務課
☎ 63−6346

『おいせまいり わんころう』　　　　　  あおき ひろえ / 文
お伊勢参りが大流行した江戸時代、ご主人のかわりに立派にお参りをす
るイヌがいたという。山あり谷ありの珍道中のお話。

『俳句ガール』　　　　　　　　　　　　　　　堀 直子 / 作
五・七・五だけで世界を表現できる俳句の魅力を知った小学４年生のつ
むぎ。ある日の放課後、黒板に俳句を書いておくと次の日…！

『救いの森』　　　　　　　　　　　　　　　小林 由香 / 著
子どもがいじめや虐待などで命の危険を感じた時に起動させると児童救
命士がかけつける『ライフバンド』の装着が義務化された社会で、新米
児童救命士・長谷川は何を見つけるのか。子どもたちの未来を照らす感
動小説。

一般書

児童書 幼児  / 小学生  低学年   中学年   高学年  /  中学生

おすすめ本

税金 平成31年度
市税・保険料等の納期

中学年

「善通寺五岳の里」 市民集いの丘公園 管理室
☎ 63－8753（はなこさん）　吉原町918−1
http://www.city.zentsuji.kagawa.jp/site/gogaku/

休 園 日 毎週火曜日、16日（木）・17日（金）

ごみ

◆燃えるごみ 環境課　☎ 63−2812（燃えるごみ）
　　　　☎ 63−2808（一般廃棄物）
　　　　☎ 63−2809（し尿汲取り）
　　　　（未来クルパーク21内）原田町43

ごみ袋は
ワタシが
目印です

収  集  地  区
西部・吉原

南部・竜川・中央（生野本町等）
中央（生野本町等を除く）・筆岡

東部・与北

月・木
火・金
月・木
火・金

収集曜日

仲多度郡・善通寺市医師会
http://www.nz-ishikai.or.jp/

休日当番医

診療時間　９時～17時 ９時～12時 ＊高松市歯科救急医療
　センターは16時まで

当番医は変更すること
があります。内容等、
電話で確認してから
受診してください。香川県歯科医師会（ 「医療ネット讃岐」で検索）

 http://www.qq.pref.kagawa.jp

《救急指定病院》

《救急電話相談》19時～翌朝８時

四国こどもとおとなの医療センター 
（仙遊町二丁目）

香川労災病院
（丸亀市城東町三丁目）

☎62−1000

☎23−3111

発熱などでどう対応すればいいか心配な
ときなど、急病のときの対応について、
看護師が電話で相談に応じます。

☎087 − 812 − 1055
　 ＃8000　または　　
☎087 − 823 − 1588

一般
小児

◆一般相談（心配ごと相談）
　５月21日（火）・28日（火）13時～16時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆法律相談
　５月21日（火）９時～11時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆法務登記相談
　５月16日（木）13時～15時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆人権相談
　５月９日（木）10時～15時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　人権課　☎63−6311
◆行政相談
　５月８日（水）13時30分～16時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　秘書課　☎63−6300
◆行政相談委員による男女共同参画相談
　５月16日（木）13時30分～16時
　総合会館 ４階（相談室）
　秘書課　☎63−6300

◆健康相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　《妊婦・乳幼児》子ども課　☎63－6365
　《予防接種・成人》保健課　☎63－6308
◆精神保健福祉相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　社会福祉課　☎63－6339

◆家庭児童相談・女性相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　子ども課　☎63－6371
◆少年相談・少年電話相談
　月～金曜日　８時30分～17時
　少年育成センター　☎63－0415
◆民事調停手続案内
　月～金曜日　９時～16時
　善通寺簡易裁判所　☎62－0315

◆農業相談
　５月21日（火）10時～12時　市役所仮庁舎１階
　農業委員会事務局内 農業委員会 ☎63－6322
◆税務相談
　毎週月曜日　13時～15時
　四国税理士会丸亀支部（大手町）☎22－0041

◆地域職業相談（ハローワーク丸亀附属施設）
　月～金曜日　９時～17時
　市民会館１階　地域職業相談室　☎63－6262
◆福祉人材無料職業紹介事業
　月～金曜日　９時～16時　総合会館１階
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆犯罪被害者相談
　月～金曜日　10時～16時
　かがわ被害者支援センター ☎087－897－7799
◆多重債務者相談
　月～金曜日　９時～12時、13時～17時
　四国財務局 多重債務相談員 ☎087－831－2155

要予約

要予約
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幼児

5月

◆国際ソロプチミスト善通寺様よりご寄贈
　　「青少年の健全育成に役立ててください」と児童書22冊
　　（５万円相当）をご寄贈いただきました。
◆『人権宣言 ＬＧＢＴってなあに？ 』資料展
　　４月22日（月）～５月20日（月）
◆お楽しみ会『くじ引き』（中学生以下対象）
　　５月 5 日（祝）・6 日（祝）
◆講座『今、源氏物語を読もう』　講師  山下 信子先生
　　５月18日（土）　13時30分～15時30分
◆『青空おはなし会』
　　５月30日（木）　10時～11時
　　　　　「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園

大杉脳神経外科医院
（大麻町）
善通寺前田病院

（中村町）
善通寺診療所

（上吉田町六丁目）
谷病院

（原田町）
吉田医院

（生野町）
中島医院

（善通寺町七丁目）
岩本内科医院

（弘田町）
ふじた医院

（上吉田町四丁目）
戸倉医院

（上吉田町一丁目）

☎63−5566

☎63−3131

☎62−0311

☎63−5800

☎62−1180

☎62−0358

☎62−1075

☎62−0555

☎62−0011

１日
（祝）

２日
（祝）

３日
（祝）

４日
（祝）

５日
（祝）

６日
（祝）

12日
（日）

19日
（日）

26日
（日）

かわむら歯科医院
（仲多度郡まんのう町四條）
＊高松市歯科救急医療センター

（高松市福岡町）
おくの歯科矯正歯科クリニック

（仲多度郡多度津町葛原）
竹内歯科医院

（綾歌郡宇多津町浜四番丁）
ふくい歯科医院

（綾歌郡綾川町萱原）

☎75−6480

☎087−851−1167

☎33−0955

☎49−6666

☎087−876−5433

　５月は大型連休もあり、イベントなども多くお出かけが楽しくなる季節ですね。
園内は今年も恒例の巨大こいのぼりの展示やアート作品の展示などを行います。ど
うぞお楽しみに。写真は６月に開催予定の洋ラン教室の様子です。初心
者の方向けに実習をしながらの講座です。お気軽にご参加ください。
☆公園の公式インスタグラム始めました！
　季節の植物やイベント、開園日などのご案内をしていますので、QRコー
　ドから登録してくださいね☆

10人10人

園内各地園内各地研修棟周り

無料（全5回） 1,000円

剪定ばさみ、軍手など はさみ、手袋など

巨大
こいのぼり

善通寺フラワー＆
ガーデンフェスタ2019

季節の剪定実習 楽しい洋ラン教室a→g/アートtoガーデン
（展示・販売）

第1回目 5月23日（木）
10時～11時30分

6月5日（水）
10時～12時

内　

容

内　

容

日
時

日
時
参
加
費
持
参
物

場  

所
定
員

イ
ベ
ン
ト

教
室
名

4月27日（土）〜
5月6日（祝）

4月27日（土）〜
5月19日（日）

5月18日（土）・19日（日）
9時～16時

コース受講
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場所

５月から10月までの間、週２回収集します。公民館での収集は休みとなります。

平成30年度 環境・コミュニティ事業推進交付金交付実績

中央地区
東部地区
西部地区
南部地区

竜川地区
与北地区
筆岡地区
吉原地区

計

2,297,000
2,718,000
1,173,000
1,842,000

2,509,000
1,048,000
1,813,000
1,525,000

14,925,000

（単位：円）

　平成30年１月から12月までの資源有価物の売り上げを各
地区環境推進連合会に交付しています。

＊高松市歯科救急医療センター
（高松市福岡町） ☎087−851−1167

せん

毎年恒例となった
巨大こいのぼり。
今年は何匹泳ぐで
しょうか？ 子ども
たちの願いがたく
さんのこいのぼり、
ぜひご覧ください。

県内外の作家さんの作品が園
内に展示されています！フェ
スタ当日は作家さんによるワ
ークショップも行われます。
展示されている作品は購入す
ることもできますよ。お気に
入りの作品を見つけてくださ
いね。

花と緑の祭典が今年も公園を
会場として開催されます。市
民の方々の作品が展示される
フラワーギャラリー、体験教
室、フードコートなど催し物が
たくさん♪
詳しくはチラシ、ＨＰをご覧く
ださい。

≪講師≫井上 修さん
一年を通して、剪定の適期と
なる植物をそれぞれ確認しな
がら、実習を行う教室です。
この樹木はいつ剪定するべ
きか？ 剪定の基本から学び
ましょう。

コチョウランの植え替え
≪講師≫大山 友輝規さん
花付きで買ったり、頂いたり
するラン。せっかくなので、毎
年きれいに咲かせたいです
ね。植え替えなどのポイント
をプロの方にしっかり教わり
ましょう。



　

文
化
協
会
の
音
楽
部
会
に
は
、
ロ
ス
カ
ー
ニ
ャ
ス
、

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
、
善
通
寺
混
声
コ
ー
ル
、
善
通
寺
少

年
少
女
合
唱
団
、
コ
ラ
ー
ル
・
ダ
コ
ー
ル
の
５
団
体

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ー
ル
・
ダ
コ
ー
ル
で
は
、若
い
人
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
18
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
、
合
唱
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
合
唱
の
醍
醐
味
は
何
と
い
っ
て
も
み
ん
な

で
息
を
合
わ
せ
て
歌
う
快
感
で
す
。
そ
し
て
、
音
楽

を
通
し
て
育
ま
れ
る
人
間
関
係
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
歌
が
好
き
な

ら
、
合
唱
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
も
、
楽
譜
を

読
め
な
い
方
も
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
毎
週

木
曜
日
の
19
時
か
ら
21
時
に
市
民
会
館
３
階
の
音
楽

室
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
声
を
出
す

た
め
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
呼
吸
法
な
ど
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
に
も
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
を

毎
年
、
定
期
演
奏

会
で
発
表
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
６

月
22
日
（
土
）
15

時
か
ら
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
入
場
は

無
料
で
す
。

お子さん（３歳程度まで）の写真と氏名
①生年月日 ②住所（番地） ③保護者名
④メッセージ（20文字程度）と電話番号
を下記までお申し込みください。

kouhou@city.zentsuji.kagawa.jp

平
成

3
1

年
５

月
号

  N
o.809

広
報

編
集

・
発

行
/善

通
寺

市
総

務
部

総
務

課
　

〒
765 -8503 香

川
県

善
通

寺
市

文
京

町
二

丁
目

1番
1号

　
☎

0877−
63－

6302
印

刷
/株

式
会

社
 弘

栄
社

　
こ

の
広

報
紙

は
、再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

本紙は、NTTタウンページ株式会社に委託し、市内全世帯を対象に配布しています。
（お問い合わせ先）　☎ 0120−030−702　月〜金 ９時〜17時　＊土日、祝日、年末年始を除く

32,107人
男  16,014人
女  16,093人

市民のうごき

４月１日現在  （　）内は前月比

39.93 ㎢

13,108世帯

人口

世帯

面積

（−307）

（−210）
（−97）

（＋2）

5

間
も
な
く
定
期
演
奏
会

　
音
楽
部
会

【善通寺市文化協会】

　

読
書
が
大
好
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
、
努
力

家
で
感
受
性
豊
か
な

長
女
、
柚
希
。
野
球

に
サ
ッ
カ
ー
、
な
わ

と
び
、
運
動
大
好
き
、
頑
張
り
屋
の
長
男
、
陽
輝
。
新

幹
線
や
電
車
、
特
に
機
関
車
ト
ー
マ
ス
が
大
好
き
、
食

欲
旺
盛
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
次
男
、
翔
生
。

　

そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
豊
か
で
、
け
ん
か
す
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
誰
か
が
い
な
い
と
少
し
寂
し
く

て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
う
と
笑
い
声
が
響
き
わ
た
る
家
族

が
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
君
た
ち
の

や
り
た
い
こ
と
は
全
力
で
応
援
し
て
い
く
ね
。
毎
日
忙

し
い
け
ど
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
幸
せ
で
す
。

個
性
豊
か
な
三
姉
弟

た
け
も
り　
だ
い
す
け　
　
　
　

り
ょ
う
こ

竹
森 

大
介
さ
ん　

涼
子
さ
ん

　
　
　
　
　
ゆ
ず 

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る 

き

　
　

 

柚
希
ち
ゃ
ん
（
９
歳
）　

陽
輝
く
ん
（
６
歳
）

　
　
　
　

し
ょ
う
き

　
　

 

翔
生
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）　　
　
　
　
　
（
吉
原
町
）

　　　　 にし お　　え　ま

　尾 依真ちゃん

①平成２８年１２月１日生
②生野町
③精二さん　陽子さん
④ずっと元気でかわいい
　エマちゃんでいてね♡

　　　　　 せき　いっせい

関 一成ちゃん

①平成２９年６月９日生
②上吉田町
③信治さん　優妃さん
④これからも元気に
　すくすく育ってね！


